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国分寺地区
コミュニティ盆踊り・花火大会が
開催されました



　

下
野
市
で
は
、
８
月
１
日
よ
り
緊
急
速

報
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、
ａ
ｕ
及
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

避
難
や
災
害
な
ど
、
緊
急
に
お
知
ら
せ

す
べ
き
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て

携
帯
電
話（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ

ト
を
含
む
。）
に
配
信
を
行
い
ま
す
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
？

　

携
帯
電
話
向
け
の
災
害
情
報
伝
達
サ
ー

ビ
ス
で
、
下
野
市
内
に
滞
在
し
、
か
つ
当

該
サ
ー
ビ
ス
の
受
信
機
能
を
持
つ
携
帯
電

話
に
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
特
徴
は
？

・ 

専
用
着
信
音
と
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
か

ら
、
い
ち
早
く
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・ 

通
信
規
制
や
回
線
混
雑
な
ど
の
影
響
を

受
け
ず
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

・ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
事
前
登
録
を
必

要
と
せ
ず
、
通
勤
や
通
学
な
ど
、
一
時
的

に
下
野
市
内
に
い
る
方
の
携
帯
電
話
に
対

し
て
も
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 
月
額
使
用
料
・
通
信
料
は
無
料
で
す
。

■
配
信
を
受
け
る
に
は

・ 

事
前
の
申
し
込
み
な
ど
は
不
要
で
す
が
、

携
帯
電
話
へ
の
設
定
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・ 

携
帯
電
話
の
機
種
や
設
定
に
よ
っ
て
は
、

受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
設
定

に
よ
り
着
信
音
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
利
用
の
際
の
注
意
事
項

・ 

下
野
市
に
い
な
い
と
受
信
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
他
市
町
で
あ
っ

て
も
下
野
市
境
界
付
近
に
い
た
場
合
は
、

受
信
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

圏
外
、
通
話
中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の

場
合
は
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

緊急情報の伝達

い
ざ
と
い
う
と
き 

避
難
情
報
や
災
害
情
報
メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
る

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

対応機種や受信の設定方法などの詳細は、各携帯電話会社にお問い合わせください。
■各携帯電話会社の問い合わせ先（通話料・通信料等がかかる場合があります。）
　【ＮＴＴドコモ：総合お問い合わせ】 ☎０１２０－８００－０００（ドコモ携帯電話から局番なし１５１）
　【ａｕ：総合案内】 ☎００７７－７－１１１（ａｕ携帯電話から局番なし１５７）
　【ソフトバンク：総合案内】 ☎０８００－９１９－０１５７（ソフトバンク携帯電話から局番なし１５７）

市内に滞在する方にメールが配信されます

■配信する情報と配信基準等

配信情報 配信基準等 配信元

◎緊急地震速報 大きな地震を検知し、震度４以上の揺れ
が推定される地域に対して配信 各携帯電話会社から直接配信されます。

１　避難準備情報

・  市域の広いエリアにおいて避難が必要
な場合

・  多数の市民に危害が及ぶおそれがある
場合

・  他の伝達手段による情報配信が行われ
ない場合
　　　　　　　　　　　　など

下野市から配信されます。

２　避難勧告

３　避難指示

４　警戒区域情報

５　噴火警報（レベル 3以上）

６　 指定河川洪水警報（姿川・田
川・鬼怒川）

７　東海地震予知情報

８　弾道ミサイル情報

９　航空攻撃情報

10　ゲリラ・特殊部隊攻撃情報

11　大規模テロ情報

Shimotsuke
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　市内64か所に設置してある屋外拡声器及び市内
の公共施設内、学校施設内計49か所より次の放送内
容が一斉に放送されます。

【放送内容】

「これは、試験放送です。」×3回＋下りチャイム

9月11日㈬ の２回実施します午前11時00分ごろ

午前11時30分ごろ

情報伝達手段

注）下野市以外の地域でも、同日に全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。

■当日【9月11日㈬】に実施する試験は次のとおりです。

屋外拡声器及び

公共施設内・学校施設内の

試験放送

内　　容

　地震などの災害時や武力攻撃時に、国の全国瞬時警報システム
（Ｊ-ＡＬＥＲＴ※1）から送られてくる緊急情報を、確実に皆様へ
お伝えするため、上記の日時に全国一斉自動放送等試験が実施さ
れることとなりました。
　下野市でも、下野市防災情報伝達システム※2の緊急情報伝達手
段の試験を行います。
　市民の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

※1　Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震等の災害時や武力攻撃時
に国から送られてくる緊急情報を人工衛星などを活用して瞬時に情
報伝達するシステムです。

※2　下野市防災情報伝達システムとは、Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）
により受信した緊急情報を、市内に設置した屋外拡声器64か所及び、
学校施設等の館内放送設備49か所から自動放送を行うシステムで
す。また、市民の皆様にお知らせしたい市からの重要な事項を放送す
るほか、定時に音楽も放送しています。

屋外拡声器などを用いた全国一斉の
緊急情報の伝達試験が実施されます
屋外拡声器などを用いた全国一斉の
緊急情報の伝達試験が実施されます

ジェイ ア　ラ　ー　ト

■問い合わせ先　生活安全課　☎（40）5555

緊急情報の伝達

Shimotsuke
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中
学
生
が
レ
ス
リ
ン
グ
の

ア
ジ
ア
大
会
に
出
場
！

　

７
月
26
日
、
モ
ン
ゴ
ル
共
和

国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
で
第
13

回
ア
ジ
ア
カ
デ
ッ
ト
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
日

本
選
手
団
と
し
て
女
子
40
㎏
級

で
出
場
し
た
東
川
加
奈
選
手

（
石
橋
中
３
年
）
が
見
事
３
位
銅

メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
大
勢
を
占
め
る
選

手
達
の
中
で
、
数
少
な
い
中
学

生
と
し
て
出
場
し
た
東
川
さ
ん

は
、「
初
め
て
の
ア
ジ
ア
大
会

で
結
果
が
残
せ
て
満
足
し
て
い

る
。」
と
試
合
後
の
喜
び
を
表
し

て
い
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
分
寺
東
学
童
が

県
学
童
軟
式
野
球
大
会

で
準
優
勝
！

　

８
月
４
日
、
宇
都
宮
市
の

県
営
本
球
場
で
１
４
９
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
県
学
童
軟
式

野
球
大
会
の
決
勝
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

国
分
寺
東
学
童
は
、
旭
町

学
童
（
小
山
）
と
対
戦
し
、

惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
が
、

見
事
準
優
勝
を
飾
り
、
８
月

31
日
に
埼
玉
県
で
開
幕
す
る

第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｂ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
選
抜

学
童
軟
式
野
球
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。

　

国
分
寺
東
は
昨
年
に
続
い

て
決
勝
に
進
出
し
２
年
連
続

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

肉
牛
枝
肉
の

最
高
賞
を
受
賞
！

　

７
月
５
日
に
東
京
都
中
央

卸
売
市
場
食
肉
市
場
で
開
催

さ
れ
た
「
第
15
回
全
農
肉
牛

枝
肉
共
励
会
」
に
お
い
て
、

名
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
た
江
田

明
彦
さ
ん
（
小
金
井
）
が
、

７
月
18
日
、
市
長
表
敬
に
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
「
和
牛
去
勢
の
部
」
に
出

品
さ
れ
た
江
田
さ
ん
の
枝
肉

が
受
賞
し
た
「
名
誉
賞
」
は

全
体
の
最
高
賞
に
当
た
り
、

15
回
開
催
さ
れ
た
共
励
会
で

栃
木
県
の
生
産
者
で
５
番
目

の
名
誉
賞
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
章

　

７
月
５
日
、
鴨
川
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル（
千
葉
県
鴨
川
市
）

に
お
い
て
平
成
25
年
度
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
表
彰
の
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
育
成
指
導
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
石
嶋
周

三
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

銅メダルを手にした東川加奈選手（右から2人目）

Shimotsuke
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ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ハ
ウ
ス
が

増
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

７
月
19
日
、
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ
（
以

下
「
と
ち
ぎ
ハ
ウ
ス
」）
の
増
室

お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
々
利
用
者
が
増
加
し
、
ハ
ウ
ス

を
利
用
で
き
な
い
家
族
が
い
る
、

と
い
う
現
状
か
ら
、
広
く
寄
付
を

募
り
、
増
室
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
ハ
ウ
ス
は
、
自
治
医

科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
で
高
度
医
療
を
受
け
る

た
め
に
、
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る

患
者
と
そ
の
家
族
が
利
用
で
き

る
滞
在
施
設
で
、
そ
の
運
営
を

多
く
の
企
業
や
個
人
の
寄
付
金

や
募
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
ま
す
。

か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り
で

か
ん
ぴ
ょ
う
を
Ｐ
Ｒ

　

７
月
27
日
、
道
の
駅
し
も

つ
け
に
お
い
て
「
第
３
回
し

も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う

む
き
・
ふ
く
べ
細
工
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
、
ゆ
う
が
お
の

種
飛
ば
し
・
ゆ
う
が
お
ふ
く

べ
の
重
さ
当
て
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
か
ん
ぴ
ょ
う

汁
の
無
料
配
布
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
「
ゆ
う

が
お
ふ
く
べ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
初
開
催
さ
れ
、
生
産
者
の

方
々
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

自
慢
の
特
大
ゆ
う
が
お
ふ
く

べ
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

道
金
林
遺
跡
の

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
28
日
、
新
庁
舎
建
設
予

定
地
（
笹
原
）
に
お
い
て
、「
道

金
林
（
ど
う
き
ん
り
ん
）
遺
跡

発
掘
調
査
現
地
説
明
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
６
月
か
ら
行
っ
て

き
た
発
掘
調
査
に
よ
り
、
縄
文

時
代
の
落
と
し
穴
や
、
奈
良
時

代
の
竪
穴
住
居
跡
、
中
世
の
建

物
跡
、
井
戸
跡
な
ど
様
々
な
遺

構
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
土
器

な
ど
も
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

　

約
60
名
の
参
加
者
は
、
確
認

さ
れ
た
遺
構
や
出
土
し
た
遺
物
、

そ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
当
時
の

人
々
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

下
野
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

７
月
18
日
、
ア
パ
リ
ゾ
ー
ト

栃
木
の
森
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
、

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
の
下

野
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
猛
暑
の
中
１
０
５
名
の

参
加
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ

り
１
２
４
，
０
０
０
円
の
寄
付

金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
篠
崎
会
長

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
協
会
は
、
ゴ
ル
フ
を

通
し
て
市
民
の
健
康
づ
く
り
、

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
場
を
提

供
し
、
市
に
貢
献
し
て
行
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
を
計
画
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　

☎（
38
）７
４
５
６

小
中
学
校
出
前
講
座
開
催

〜
税
を
学
ぶ
〜

　

市
内
の
13
の
小
中
学
校
で
、

税
金
の
意
義
や
役
割
を
学
習
す

る
「
租
税
教
室
」
が
平
成
26
年

２
月
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
税
金
が
必
要
な
の

か
、
税
金
が
暮
ら
し
の
中
で
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
を
理
解
し
、
税
金
と
は
「
み

ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の

会
費
」
と
い
う
こ
と
を
学
習
し

ま
す
。

　

授
業
で
は
、
税
金
ク
イ
ズ
な

ど
を
行
い
、
児
童
が
自
ら
税
に

つ
い
て
考
え
る
時
間
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
税

は
大
切
。
も
っ
と
知
り
た
い
。」

等
の
感
想
が
あ
り
、
税
の
必
要

性
・
使
い
道
に
対
し
て
関
心
が

高
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

パーティー会場にて寄付金が贈呈され
ました

石橋小学校での租税教室

Shimotsuke
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困ったときにはいつでも先生がいま
す。少ない人数だからこそ、教師の
目が行き届きます。教え込む指導で
はなく、温かく見守る指導を行います。

日々の授業では、細かい見取りを行い、一人一人の確実な成長を目指します

「オカリナ演奏」や「琴の演奏」など
の活動を教育課程に位置づけ、活動
の成果を老人ホームなどで発表する
など、体験を通すことで確かな学び
や心の成長を促します。

たくさんの体験を通して、心の成長を育みます

活動の中心は縦割り班活動で行いま
す。上級生から下級生へ細谷小の伝
統を受け継いでいきます。下級生は、
上級生の優しさやがんばりを、目を
輝かせて見ています。

日々の縦割り班活動を通して、自己有用感を育てます

◎11月9日（土）に文化祭を開催しますので、ぜひ、ご来校ください。

細
谷
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
谷
小
学
校　

☎（
52
）１
１
３
３

小
規
模
特
認
校
と
は

　

通
常
、児
童
の
通
う
学
校
は
、

教
育
委
員
会
が
定
め
た
通
学

区
域
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
規
模
特
認
校
と
は
そ
の

通
学
区
域
を
広
げ
、
地
域
と

の
交
流
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
等
、
特
色
あ
る
教
育
環
境

の
中
で
、
子
ど
も
を
学
ば
せ

た
い
と
い
う
保
護
者
、
学
び

た
い
と
い
う
児
童
に
対
し
、

一
定
の
条
件
の
も
と
、
市
内

全
域
か
ら
特
別
に
入
学
・
転

入
学
を
認
め
る
制
度
で
す
。

『
下
野
市
立
小
学
校

小
規
模
特
認
校
実
施
要
綱
』が

制
定
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
７
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
、
第
４
回
教
育
委

員
会
に
お
い
て
「
下
野
市
立

小
学
校
小
規
模
特
認
校
実
施

要
綱
」
が
承
認
さ
れ
、
同
日

付
で
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
通
学
区
域
の

変
更
の
一
部
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
要

綱
の
制
定
に
よ
り
就
学
の
申

請
や
許
可
等
が
明
文
化
さ
れ
、

新
た
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

小規模特認校による取り組み紹介

小
規
模
特
認
校
に
よ
る

　
　

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

〜
少
な
い
人
数
だ
か
ら
こ
そ
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
〜

○
教
育
目
標

「
豊
か
な
創
造
力
と
強
い
実
践
意
欲
を
も
ち
、　

　
　
　
　
　
　
　

自
己
実
現
す
る
子
の
育
成
」

○
め
ざ
す
児
童
像　

１　

自
ら
学
ぶ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

２　

思
い
や
り
の
あ
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　

３　

健
康
で
、
働
く
子

○
学
校
長　

上
野　

一
成

○
児
童
数　

28
名

○
学
級
数　

４
ク
ラ
ス

○
職
員
数　

14
名

○
所
在
地　

下
野
市
細
谷
６
９
３
番
地
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農
業
公
社
の
役
割
と
目
的

　

農
業
公
社
は
、
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
（
農
地
の
貸
借
・
売
買
等
事
業
）、

農
作
業
受
委
託
推
進
事
業
、
そ
の
他
の
農

業
構
造
の
改
善
に
資
す
る
た
め
の
事
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
生
産
性
向
上

を
図
り
農
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
公

的
な
性
格
を
も
つ
公
益
財
団
法
人
で
す
。

　

公
社
で
は
行
政
機
関
や
農
協
、
農
業
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

■
所
在　

下
野
市
田
中
６
８
１
番
地
１

　
　
　
　

南
河
内
図
書
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）下
野
市
農
業
公
社

　

☎（
48
）２
１
１
７

　

（
48
）１
４
２
４

農
業
公
社
の
主
な
業
務

① 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
、

農
地
の
売
買
等
事
業

　

農
地
の
売
買
仲
介
、
農
地
の
賃
貸
借
事

業
を
推
進
し
認
定
農
業
者
等
に
農
地
を
集

積
し
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

■
農
地
の
売
買
等
事
業
＝
農
地
の
売
買
仲

介
（
県
農
業
振
興
公
社
が
買
入
れ
し
て
県

農
業
振
興
公
社
が
売
り
渡
す
）、
ま
た
は

賃
貸
借
。（
農
地
の
売
買
等
事
業
の
詳
細

は
市
農
業
公
社
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

こ
ん
な
に
あ
る
！

農
業
公
社
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

▼
賃
貸
借
の
メ
リ
ッ
ト

・  

農
地
法
３
条
の
手
続
き
は
不
要
と
な
り

ま
す
。

・  

貸
借
期
間
が
終
了
す
れ
ば
離
作
料
を
払

う
こ
と
な
く
戻
り
ま
す
。

・  

貸
借
の
事
務
手
続
き
は
公
社
が
行
い
ま

す
。

・  

借
受
者
は
安
心
し
て
長
期
経
営
計
画
が

た
て
ら
れ
ま
す
。

▼
売
買
の
メ
リ
ッ
ト
（
公
社
が
買
入
れ
の

認
定
農
業
者
に
売
り
渡
す
）

・ 

譲
渡
所
得
の
控
除
（
売
り
手
）。

・  

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
控
除
（
売
り

手
）。

・  

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
、
登
録
免
許
税

の
軽
減
（
買
手
）。

・  

契
約
書
の
作
成
や
登
記
等
の
事
務
手
続

き
は
公
社
が
行
い
ま
す
。

・ 
農
地
法
３
条
の
許
可
は
不
要
で
す
。

・  

買
入
れ
代
金
は
速
や
か
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

②
農
作
業
受
委
託
推
進
事
業

　

米
麦
を
中
心
と
し
た
農
作
業
を
営
農
集

団
、
ま
た
は
担
い
手
農
家
へ
斡
旋
・
仲
介

し
て
農
業
機
械
の
効
率
利
用
、
コ
ス
ト
低

減
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

※ 

作
業
の
う
ち
耕
起
・
代
か
き
・
田
植
え
・

刈
取
り
乾
燥
調
整
な
ど
の
作
業
委
託
を
予

定
す
る
方
は
お
早
め
に
市
農
業
公
社
に
相

談
く
だ
さ
い
。

③
学
校
等
農
園
・
体
験
事
業

　

小
学
校
及
び
保
育
園
体
験
農
園
の
開

設
・
管
理
に
要
す
る
事
業
費
助
成
に
よ
り

農
業
体
験
学
習
を
通
し
て
、
食
料
・
農
業
・

農
村
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な

心
を
育
成
し
ま
す
。

④
生
産
者
・
消
費
者
交
流
事
業

　

認
定
農
業
者
、
農
園
利
用
者
、
他
団
体

の
協
力
の
も
と
、
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
、

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
事
業
や
、
農
園
ま

つ
り
等
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
事
業

を
実
施
し
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
市
農
産
物
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。

⑤
下
野
市
市
民
農
園
管
理
業
務

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
市
よ
り
市

民
農
園
の
管
理
委
託
を
受
け
、
健
康
的
で

ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
資
す
る
と
と
も
に
都

市
と
農
村
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

※
下
野
市
市
民
農
園
の
概
要

　

所
在
地
： 

下
野
市
薬
師
寺
２
８
５
０
番

地
１

　

敷
地
面
積
：
６
，
０
３
１
㎡

　

貸
し
農
園
区
画
数
：
１
０
２
区
画

　

管
理
施
設
：
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　

な
お
、
来
年
4
月
か
ら
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
広
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農業公社

農
地
の
賃
貸
借
・
売
買
の
こ
と
な
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い

公
益
財
団
法
人  

下
野
市
農
業
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

■農地の売買等事業のイメージ

農地を売りたい農家

農地を貸したい農家

農地を買い入れ・借り入
れして規模拡大する農家

意欲と能力のある認定
農業者（担い手）へ斡旋、
仲介

農
業
公
社

買入れ 売渡し

借入れ 貸付け

Shimotsuke
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市
で
は
、
文
化
（
芸
術
、
科
学
）
活
動

及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
小
中
学
生
は
学
校
長
推
薦
、
一
般

（
高
校
・
大
学
を
含
む
）
は
推
薦
及
び
申

し
出
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象
期
間　

平
成
25
年
１
月
〜
12
月
に

開
催
さ
れ
る
大
会
・
展
覧
会
等
（
年
末
ま

で
に
結
果
が
出
る
も
の
も
含
む
）

■
締
切
日　

11
月
15
日
㈮

　

締
切
日
以
降
の
大
会
等
に
つ
い
て
は
随

時
受
付
ま
す
。

■
表
彰
式

　
　
　

市
長
表
彰
・
教
育
委
員
会
表
彰

　
　
　

平
成
26
年
１
月

　
　
　

体
育
協
会
会
長
表
彰

　
　
　

平
成
26
年
４
月

■
申
請
先

　
【
文
化
活
動
】
教
育
総
務
課

　

 【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】
小
中
学
生
の
学
校

長
推
薦
は
教
育
総
務
課
、一
般
（
高
校
・

大
学
を
含
む
）
の
推
薦
及
び
申
し
出
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で

　
【
福
祉
活
動
】
社
会
福
祉
課

※ 

申
請
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

輝

け

る

方

を

表

彰

し

ま

す

※ 表彰者の決定は、表彰ごとの基準により審査会の審議を経ての決定となります。そのため、申
請者（申出者）全員が表彰の対象とならない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

表彰制度

区　　分 表　彰　の　基　準

市長表彰
＜市民賞＞
総合政策課
☎（40）5550

文化活動

国の行政機関が主催、共催または後援する評価が定
着している全国規模以上の展覧会、コンクール等にお
いて、最高位またはこれに準ずる成績を収めた市内に
在住、在学、在勤する方

スポーツ活動

下記に規定する全国規模以上の各種競技会（国内大
会）において、優勝またはこれに準ずる成績（３位以上）
を収めた市内に在住、在学、在勤する方
・国民体育大会
・ 財団法人日本体育協会加盟の中央競技団体が主催
する大会

・全国小・中・高等学校体育連盟が主催する大会
・全国高等学校野球連盟が主催する大会
・日本選手権大会
・全日本学生選手権大会
・日本障害者スポーツ協会が認めた障害者全国大会

市長表彰
＜市民栄誉賞＞
総合政策課
☎（40）5550

文化活動
国を代表して参加する世界的な展覧会等において、特
に本市の名声を高め、広く市民に敬愛されている市内
に在住、在学または在勤する方及び本市出身の方

スポーツ活動

下記に規定する各種競技会（国際大会）において活躍
し、本市の名声を高め、広く市民に敬愛されている市
内に在住、在学または在勤する方及び本市出身の方
・ オリンピック・パラリンピック・デフリンピック
入賞

・ワールドカップ　入賞
・世界選手権大会（ジュニア大会を含む）　入賞
・ユニバーシアード大会　入賞

文
化
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る

表
彰
制
度
の
ご
案
内

Shimotsuke
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表彰制度

区　　分 表　彰　の　基　準

教育委員会表彰
＜優秀優良者＞
教育総務課
☎（52）1117

※ 市長表彰者は除く

文化活動

下記の大会等において、いずれかの成績を収めた市内に在住する若しくは
市内の小中学校に在籍する個人または市内に所在する団体
【小中学生（市外の学校へ通学する方も含む）】
・県大会や県コンクール 最優秀の成績
・県、県教育委員会主催の作品募集 最優秀の成績
・県代表として全国大会等 優秀な成績
・全国規模以上の大会等 優秀な成績
【一般（高校・大学生を含む）】
全国規模以上の大会等 優秀な成績
※以上の大会等は、国または県の行政機関が主催、共催または後援するも
のに限ります。

スポーツ活動

下記の大会等において、いずれかの成績を収めた市内に在住する若しくは
市内の小中学校に在籍する個人または市内に所在する団体
【小中学生（市外の学校へ通学する方も含む）】
栃木県中学校体育連盟実施競技において
・県大会 優勝
・県大会より上位の大会 優秀な成績
【高校生（市外の学校へ通学する方も含む）】
栃木県高等学校体育連盟または栃木県高等学校野球連盟実施競技
において
・県大会 優勝
・県大会より上位の大会 優秀な成績
【一般】
栃木県体育協会加盟競技団体実施競技において
・県大会 優勝
・県大会より上位の大会 優秀な成績

体育協会会長表彰
＜一般表彰＞
スポーツ振興課
☎（52）1124

※ 市長表彰者・教育委
員会表彰者は除く

スポーツ活動

体育協会の加盟団体代表者から推薦のあった下記の大会に出場し、基準に
該当する個人または団体
・国民体育大会 出場
・全国大会 出場
・関東大会 準優勝以上
・県民スポーツ大会 優勝
・スポーツ少年団交流大会：県大会（小学生） 優勝
・スポーツ少年団交流大会：県大会より上位の大会（小学生）
 優秀な成績

福祉事務所長表彰
社会福祉課
☎（52）1112

※ この規定による表彰
を受けた者は除く

スポーツ活動
福祉活動

福祉の振興発展に貢献し、その功績が顕著なもの及び他の模範となる業績
または功績があった個人または団体
・栃木県障害者スポーツ協会主催による大会 優勝
・全国健康福祉祭 優勝・最優秀賞
・地域福祉に貢献し、福祉事務所長が特に認めるもの
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リ
サ
イ
ク
ル
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
し
た

２
０
１
３
と
ち
ぎ
動
物

愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
エ
コ・
も
り
フ
ェ
ア

２
０
１
３
」開
催
の

お
知
ら
せ

　

8
月
7
日
に「
リ
サ
イ
ク
ル
を

考
え
よ
う
！
身
近
な
と
こ
ろ
の

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
4
年
生
か
ら
6

年
生
を
対
象
に
施
設
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。ご
み
処
理
施
設

で
は
ご
み
処
理
の
方
法
を
見
学

し
、そ
の
後
訪
問
し
た
会
社
で

は
、工
場
の
見
学
の
ほ
か
、そ
れ

ぞ
れ
の
会
社
に
お
け
る
エ
コ
に

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
み
ん
な
で
考
え
よ

う　

人
と
動
物
の
し
あ
わ
せ
を
」

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、命

あ
る
動
物
の
愛
護
と
正
し
い
飼

い
方
・
接
し
方
に
つ
い
て
、県
民

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、動
物
な

ん
で
も
相
談
、各
種
展
示
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、楽
し
い
催
し
物
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で

■
会
場

　

栃
木
県
庁

（
宇
都
宮
市
塙
田
1
―
1
―
20
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
事
務
局（
栃
木
県
動
物

愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー 

普
及
指
導

課
内
）

　

☎
0
2
8（
6
8
4
）5
4
5
8

　

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
や
、

森
林
の
役
割
・
大
切
さ
に
つ
い

て
、楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。楽
し
い
催
し
や
特
典

も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
！

■
日
時

　

10
月
５
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

■
場
所

　

栃
木
県
子
ど
も
総
合
科
学
館

（
宇
都
宮
市
西
川
田
町
5
6
7
）

■
内
容

　

環
境
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
、リ
サ

イ
ク
ル
工
作
・
木
工
工
作
、エ
コ

ラ
イ
フ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
森
林
に
関
す
る
展
示
及
び

体
験
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
の
展
示
・
試
乗
、苗
木
配
布

会
、飲
食
物
・
農
林
産
物
の
販
売
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等

■
入
場
料

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
・
も
り
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
事
務
局（
県
地
球
温
暖
化
対
策

課
）　　

　

☎ 

0
2
8（
6
2
3
）3
2
9
7
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第
7
期
下
野
市
分
別
収
集
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

QAQA
ご
み
の
出
し
方
Ｑ
＆
Ａ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、ご
み
の
分

別
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

下
野
市
分
別
収
集
計
画
は「
容

器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び

再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
」に
基
づ
き
、市
民
・
事
業

者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明

確
化
し
、具
体
的
な
推
進
方
法
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、協
働

し
て
取
り
組
む
べ
き
方
針
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

容
器
包
装
廃
棄
物（
商
品
の
容

器
お
よ
び
商
品
を
包
む
も
の
）は

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
で
大
き

な
比
率
を
占
め
て
お
り
、こ
れ
ら

を
分
別
収
集
す
る
こ
と
で
、ご
み

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

し
、最
終
処
分
量
の
削
減
を
図
り

ま
す
。

　

下
野
市
ご
み
減
量
化
計
画
と

あ
わ
せ
、分
別
収
集
の
徹
底
を
図

り
、廃
棄
物
そ
の
も
の
を
減
ら
す

こ
と
を
第
一
に
、環
境
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

■
取
り
組
み
方

･
各
戸
に
配
付
し
た「
ご
み
の

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」を
転
入
者
に

配
付
し
、ご
み
の
出
し
方
の
周

知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

･
容
器
包
装
廃
棄
物
が
適
正
に
排

出
さ
れ
る
よ
う
に
啓
発
を
行

い
ま
す
。

･
自
治
会
・
子
供
会
育
成
会
等
の

資
源
集
団
回
収
実
施
団
体
に

対
し
報
奨
金
を
交
付
し
、継
続

支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

･
事
業
者
が
行
う
容
器
包
装
の

　

自
主
的
な
回
収
と
資
源
化
を

　

促
進
す
る
た
め
の
指
導
を
行

　

い
ま
す
。

※
第
7
期
下
野
市
分
別
収
集
計

画
の
全
文
は
、環
境
課
窓
口
に
て

閲
覧
し
て
い
た
だ
く
か
、下
野
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

テ
レ
ビ
は
ご
み
と
し
て
出
せ

な
い
と
聞
き
ま
し
た
。処
分
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

　

テ
レ
ビ
・
洗
濯
機（
衣
類
乾
燥

機
を
含
む
）・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵

庫（
冷
凍
庫
を
含
む
）は
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
リ
サ

イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、料
金
を
払
っ
て
引
き
取

り
依
頼
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。処
分
の
依
頼
は
、お
近

く
の
家
電
小
売
店
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
買
い
替
え
ま
し

た
。古
い
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

　

パ
ソ
コ
ン
は
資
源
有
効
利
用

促
進
法
に
も
と
づ
き
、有
益
な

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
カ
ー
で

回
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

回
収
さ
れ
る
も
の
は
、デ
ス
ク

ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
・
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で

す
。回
収
申
し
込
み
は
、パ
ソ

コ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。ま
た
、自

作
パ
ソ
コ
ン
等
、回
収
す
る

　

メ
ー
カ
ー
が
な
い
も
の
は
「

　

ソ
コ
ン
3
Ｒ
推
進
協
会
（　

h

　

ttp://w
w
w
.pc3r.jp/

）
」
が

　

受
付
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、雑
草
・
樹
木
の
繁
茂
に

関
す
る
苦
情
が
市
役
所
各
課
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
所
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
、定
期
的
に
草
刈
り
、樹

木
の
枝
切
り
を
行
う
な
ど
、適
正

な
管
理
を
心
が
け
、近
隣
同
士
の

よ
り
良
い
関
係
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
の
制
度
も
、有
用
な
部

品
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

廃
棄
物
を
減
量
す
る
と
と
も

に
、資
源
の
有
効
利
用
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

パ

対象品目

■この計画における対象品目及びリサイクル見込数量
　（平成26年度）

品目 内訳
リサイクル
見込数量

びん・缶類

牛乳パック・
紙パック

ダンボール

雑紙

ペットボトル

ビニ・プラ

392ｔ

5ｔ

346ｔ

5ｔ

171ｔ

688ｔ

スチール製、アルミ製、
無色ガラス、茶色ガラ
ス、その他ガラス

「雑紙」として収集した
もののうち、紙製容器
包装に該当するもの

「ビニ・プラ」として収
集したもののうち、プ
ラスチック製容器包装
に該当するもの
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ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
！

第
４
回
下
野
市
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

野
焼
き
は

違
法
行
為
で
す
！

油
流
出
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

ス
ズ
メ
バ
チ
が
多
く
発
生
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、駆
除
業
者
に
よ
り
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方

に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額 　
　

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１（
上
限
１
万
円
。１
０
０
円

未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。）

■
添
付
書
類　
　
　
　

･
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書

･
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

･
写
真（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

･
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

■
申
請
先　
　
　
　

　

駆
除
後
、添
付
書
類
を
添
え

て
、環
境
課
・
南
河
内
庁
舎
市
民

課
窓
口
・
石
橋
庁
舎
市
民
課
窓
口

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者

･（
株
）県
南
環
境

　

☎（
44
）２
５
１
８

･（
株
）ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　

☎（
44
）９
６
１
８

･
マ
コ
ト
技
研（
株
） 

　

☎（
53
）５
４
３
４

※
市
内
外
問
わ
ず
右
記
以
外
の

業
者
で
も
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

あ
な
た
の
家
で
使
わ
れ
ず
に

眠
っ
て
い
る
物
、ま
た
、使
え
る

け
ど
不
用
に
な
っ
た
物
、そ
ん
な

物
を
持
ち
寄
り
ご
み
に
な
り
そ

う
な
物
に
再
び
命
を
与
え
、資
源

の
有
効
利
用
や
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
の
が
目
的
で
す
。

■
日
時

　

11
月
２
日
㈯（
雨
天
決
行
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

　

道
の
駅
し
も
つ
け
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
出
店
資
格　

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

■
参
加
料　
　

無
料

■
出
店
区
画　

　

27
区
画（
１
区
画
2
ｍ
×
2
ｍ
）

■
申
込
方
法　

　

環
境
課（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

　

9
月
17
日
〜
10
月
11
日

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
主
催

　

下
野
市
・
下
野
市
環
境
美
化
推

進
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課　

☎（
40
）５
５
５
９

　

ご
み
の
焼
却
行
為（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。一
部
の
例
外

を
除
き
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。違
反
し
た
場
合
、５
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０
０
０

万
円（
法
人
は
３
億
円
）以
下
の

罰
金
ま
た
は
こ
れ
ら
の
併
科
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、例
外
と

さ
れ
た
場
合
で
も
周
辺
環
境
へ

の
悪
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
き

に
は
、行
為
を
中
止
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
み
は
焼

却
せ
ず
、き
ち
ん
と
分
別
し
て
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

例
外
と
な
る
場
合

･
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適

　

合
し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る

　

場
合

･
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣

　

習
上
や
む
を
得
な
い
も
の

･
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

　

得
な
い
も
の

･
焚
き
火
な
ど
の
周
辺
の
生
活

　

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

　

な
も
の
な
ど

　

河
川
な
ど
に
油
が
流
入
す
る

と
、水
道
や
農
業
な
ど
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。油
流
出
事
故
は
起
こ
し
た
人

の
責
任
で
あ
り
、対
策
に
か
か
っ

た
費
用
負
担
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
油
流
出
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、日
ご
ろ
の
点
検
や
不
要
と

な
っ
た
油
の
適
正
な
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
、給
油
中
の

事
故
も
多
い
た
め
、給
油
中
は
そ

の
場
を
離
れ
た
り
、目
を
離
し
た

り
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
貯
油
施
設
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
事
業
者
は
、事
故
な
ど
で
油

が
流
出
・
地
下
浸
透
し
た
場
合
、

応
急
措
置
と
事
故
の
届
出（
連

絡
）を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、直
ち
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

○
河
川
な
ど
で
油
を
発
見
し
た

と
き
は
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
・
通
報
先

･
環
境
課　

☎（
40
）５
５
５
９

･
栃
木
県
小
山
環
境
管
理
事
務
所

　

環
境
対
策
課

　

☎（
22
）４
３
０
９

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』

『
譲
っ
て
く
だ
さ
い
』
情
報
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
た
ん
す
・
猫
用
ト
イ
レ

・
ギ
タ
ー

・
折
り
畳
み
式
ベ
ッ
ド

・
夏
用
服
（
女
児
１
３
０
㎝
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
自
転
車
（
16
イ
ン
チ
）・
お
ん

ぶ
ひ
も
・
リ
フ
レ
水
着
（
１
２
０

〜
１
３
０
）・
リ
フ
レ
バ
ッ
グ
・

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
プ
ラ
レ
ー

ル
・
リ
カ
ち
ゃ
ん
・
シ
ル
バ
ニ

ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
布

団
・
南
河
内
第
２
中
白
体
操
着
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ベ
ビ
ー

ゲ
イ
ト
・
ベ
ビ
ー
バ
ギ
ー
・
ベ

ビ
ー
カ
ー
・
自
転
車
（
幼
児
乗

せ
付
き
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ

イ
ク
ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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申
し
込
み
受
付
け
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
に
保
育
園
入

園
を
希
望
す
る
児
童
を
対
象
に
、
入
園
申

し
込
み
の
受
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

10
月
１
日
〜
11
月
15
日

　

年
度
途
中
（
平
成
26
年
５
月
以
降
）
の

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
園
希
望
月

の
６
か
月
前
か
ら
申
し
込
み
の
受
付
け
を

行
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

左
記
の
必
要
書
類
に
ご
記
入
の
う
え
、

受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
園
入
園
申
込
書

▼
勤
務
証
明
書
な
ど
の
添
付
書
類

・  

課
税
状
況
を
確
認
す
る
書
類
（
市
町
村

民
税
決
定
証
明
書
、
確
定
申
告
書
・
源

泉
徴
収
票
の
写
し
等
）
に
つ
い
て
は
、

入
園
決
定
後
に
速
や
か
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・  

申
し
込
み
は
、
下
野
市
に
住
所
が
あ
る

方
の
み
受
付
対
象
で
す
。
他
市
町
村
に

住
所
が
あ
る
方
は
住
所
地
の
役
所
で
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

 
 　

ま
た
、
仕
事
の
都
合
等
で
下
野
市
外

の
保
育
園
を
ご
希
望
の
方
は
、
児
童
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・  

や
む
を
得
ず
勤
務
証
明
書
を
提
出
で
き

を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し

て
い
る
。

６
． 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災

害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

７
． 

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類

す
る
状
態
に
あ
る
。

審
査
結
果

　

申
し
込
み
書
類
提
出
後
、
入
園
基
準
等

の
審
査
を
行
い
、
平
成
26
年
１
月
中
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

・  

入
園
が
内
定
し
て
も
面
接
・
健
康
診
断

の
結
果
に
よ
り
集
団
保
育
に
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
入
園
承
諾
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・  

申
し
込
み
の
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ
た
場

合
は
、
入
園
（
内
定
）
を
取
り
消
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・  

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
は
、
年
度

内
（
平
成
27
年
3
月
ま
で
）
有
効
で
す
。

な
い
場
合
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
類
の
配
付
及
び
受
付
場
所

　

９
月
17
日
㈫
よ
り
児
童
福
祉
課
（
石
橋

庁
舎
１
階
）、
国
分
寺
庁
舎
市
民
課
窓
口
、

南
河
内
図
書
館
2
階
市
民
課
窓
口
、
下
野

市
内
各
保
育
園
で
配
付
・
受
付
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.shim

otsuke.
lg.jp/

※
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
申
し
込
み
用
紙

は
他
の
園
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
む
つ
み

保
育
園
、
第
二
愛
泉
保
育
園
に
ご
連
絡
の

う
え
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
園
基
準

　

次
の
い
ず
れ
か
の
基
準
を
満
た
す
方

１
． 

日
常
的
に
、居
宅
外
で
労
働
し
て
い
る
。

２
． 

日
常
的
に
、
居
宅
内
で
当
該
児
童
と

離
れ
て
家
事
以
外
の
労
働
を
し
て
い
る
。

３
． 

妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出
産
後

間
も
な
い
。

４
． 

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
、
負
傷
し
て

い
る
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を

有
し
て
い
る
。

５
． 

長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
、

ま
た
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障
が
い

ま
た
、
今
年
度
（
平
成
25
年
度
）
の
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
（
も
し
く
は

こ
れ
か
ら
申
し
込
む
予
定
の
方
）
も
、

平
成
26
年
度
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
改
め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
園
時
間
と
保
育
料
金

■
開
園
時
間

・  

月
〜
金
曜
日　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

 
 （

午
後
７
時
ま
た
は
午
後
８
時
ま
で
延

長
保
育
あ
り
）

・ 

土
曜
日　

午
前
７
時
〜
午
後
5
時
30
分

※ 

保
育
園
に
よ
り
、
一
部
開
園
時
間
に
違

い
が
あ
り
ま
す
。
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
は
休
園
で
す
。

■
保
育
料
金

　

お
子
様
の
年
齢
と
、
世
帯
員
の
市
町
村

民
税
額
お
よ
び
所
得
税
額
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

保育園入園申し込み

■保育園一覧及び対象者
（平成19年4月2日以降生まれの就学前児童）

グリム保育園（下長田69）
　　☎（52）1127

生後5か月～
就学前

こがねい保育園（小金井1249-1）
　　☎（44）3377

生後2か月～
就学前

しば保育園（駅東6-10-3）
　　☎（44）2788

生後2か月～
就学前

薬師寺保育園（薬師寺2362-5）
　　☎（48）0063

生後5か月～
就学前

吉田保育園（本吉田783-1）
　　☎（48）5054

生後5か月～
就学前

あおば保育園（薬師寺1584-6）
　　☎（48）5530

生後2か月～
就学前

わかくさ保育園
（薬師寺3311-229）
　　☎（58）7438

生後2か月～
就学前

わかば保育園
（下古山3025-1）
　　☎（39）6305

生後2か月～
就学前

《認定こども園》
むつみ保育園（柴769-25）
　　☎（32）6733

生後2か月～
2歳児

《認定こども園》
第二愛泉保育園（柴1403-12）
　　☎（40）1155

生後2か月～
就学前

保
育
園
入
園
申
し
込
み
の
ご
案
内

■
問
い
合
わ
せ
先　

児
童
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

平　

成　

平　

成　

2626　

年　

４　

月　

入　

園

　

年　

４　

月　

入　

園
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国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

「
後
納
制
度
」と
は

専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が

　
　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

で
き
る
期
間
は
保
険
料
の
納
期
限（
納
付
対

象
月
の
翌
月
末
）か
ら
２
年
間
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年

９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、10
年
間
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を「
後
納
制
度
」と
い
い
ま
す
。

■
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

　

①
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
で
き

　
　

ま
す
。

　

②
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能

　
　

性
が
あ
り
ま
す
。

　

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
不
整
合
記

　
　

録
で
２
年
以
上
前
の
保
険
料
未
納
期

　
　

間
に
つ
い
て
、納
付
す
る
こ
と
が
で
き

　
　

ま
す
。

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、10
年
以
内
に

　
　

未
納
期
間
や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち

　
　

の
方

　

②
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、①
の
期
間
の

　
　

ほ
か
国
民
年
金
の
任
意
加
入
を
し
て

　
　

い
た
期
間
に
未
納
期
間
が
あ
る
方

　

③
65
歳
以
上
で
、年
金
受
給
資
格
が
な
く

　
　

①
や
②
の
期
間
が
あ
る
方

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
際
の
注
意
事
項

　

①
古
い
月
分
か
ら
順
番
に
納
付
す
る
こ

　
　

と
に
な
り
ま
す
。

　

②
保
険
料
の
追
納
と
同
様
に
、当
時
の
保

　
　

険
料
の
額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ

　
　

れ
ま
す
。

※
な
お
、後
納
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
、利
用
で

き
る
か
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦（
夫
）の
年
金

が
改
正
さ
れ
、会
社
員
の
配
偶
者
が
退
職
し

た
際
な
ど
に
年
金
の
切
り
替
え
の
手
続
き

が
遅
れ
た
り
ま
た
は
漏
れ
て
い
た
た
め
、保

険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
主
婦（
夫
）が

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
金
の
受
け

取
り
が
可
能
に
な
っ
た
り
、年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

切
り
替
え
の
手
続
き
が
2
年
以
上

遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、今
す
ぐ

手
続
き
を
！

　

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全

て
の
人
が「
年
金
」に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、会
社
員
の
配
偶
者（
第

2
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
専
業

主
婦（
夫
）（
第
3
号
被
保
険
者
）は
、保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、配
偶
者
が
退
職
し
た
場
合
や
本

人
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、手
続
き

（
第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者

へ
の
変
更
手
続
き
）を
し
て
、保
険
料
を
納

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、保
険
料
の

「
未
納
期
間
」が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が
改

正
さ
れ
、こ
の
よ
う
な
方
は
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
未
納
期
間
」を「
受
給
資
格

期
間
」に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

■
無
年
金
や
年
金
の
減
額
を
防
ぐ

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
年
金
や

年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、老
齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、万
一

の
時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
確
保

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
保
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、本
来
は

遡
っ
て
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
最
大
10
年
分
）。保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、年
金
額
が
増
え
ま
す
。

※
平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が

　

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。手
続
き
を
さ

　

れ
た
方
に
、平
成
27
年
４
月
に
向
け
て
保

　

険
料
納
付
の
ご
案
内
を
郵
送
す
る
予
定

　

で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
、ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
―
0
1
1
―
0
5
0

　

0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら
は
じ
ま
る

電
話
で
お
か
け
に
な
る
方

　

☎
0
3
―
6
7
3
1
―
2
0
1
5

〈
受
付
日
時
〉

･
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

　

※
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火

　

曜
日
）は
午
後
7
時
ま
で

･
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
（
祝
日
及
び
12
月
29
日
〜
平
成
26
年
1
月

　

3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳
等
）を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
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メ
タ
ボ
予
防
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

目
指
せ
！
血
液
サ
ラ
サ
ラ
！

脂
質
異
常
症
予
防
教
室

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

成分献血

献血量

献血方法

年　齢

体　重

全血献血

※65歳以上の方は、60～64歳までの間に献血経験のある方に限ります。

血漿成分
献血

血小板
成分献血

200mL
献血

400mL
献血

300～600mL以下
（体重別）

18歳～69歳 男性：18～69歳
女性：18～54歳 16歳～69歳

男女とも
50kg以上

男性：17～69歳
女性：18～69歳

400mL以下 200mL 400mL

男性45kg以上・女性40kg以上

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

気
に
な
る
方
向
け
に
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

普
段
、食
事
の
量
や
塩
分
な
ど

気
を
付
け
て
い
る
け
ど
な
か
な

か
改
善
し
な
い
方
、こ
れ
か
ら
生

活
改
善
に
取
り
組
み
た
い
方
な

ど
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
募
集
人
数　

30
名
程
度（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
日
時

　

10
月
30
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
内
容　

①
脂
質
異
常
症（
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）っ
て
ど
う
い
う

病
気
？
②
脂
質
異
常
症
を
予
防

す
る
食
生
活
っ
て
？
自
分
の
食

事
の
傾
向
を
知
ろ
う
！
③
脂
質

異
常
症
予
防
食
の
試
食

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
診
結

果■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
23
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

健
康
増
進
課　

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

　

い
て
学
ぼ
う

②
ヘ
ル
シ
ー
食
の
試
食

③
自
分
の
食
事
を
見
直
そ
う
！

　

食
事
に
関
す
る
耳
寄
り
情
報

　

お
伝
え
し
ま
す
。

④
味
噌
汁
に
含
ま
れ
る 

塩
分
に

　

つ
い
て

持
ち
物
：
健
診
結
果
・
筆
記
用
具

日
程
・
場
所
：

･
９
月
10
日
㈫

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

･
11
月
12
日
㈫

　

き
ら
ら
館
研
修
室

時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１

時
30
分（
開
始
15
分
前
か
ら
受

付
）

内
容
：
食
事
コ
ー
ス
の
①
〜
③
と

同
じ
。

④
室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動

持
ち
物
：
健
診
結
果
・
筆
記
用
具
・

運
動
で
き
る
服
装
・
タ
オ
ル

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

気
に
は
し
て
る
け
ど
、自
分
は

「
ま
だ
大
丈
夫
」と
目
を
背
け
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！
ま

ず
は
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
か

ら
、そ
し
て
無
理
の
な
い
食
生
活

と
運
動
習
慣
を
続
け
る
こ
と
が
、

メ
タ
ボ
予
防
の
秘
訣
で
す
。

　

ぜ
ひ
、教
室
に
参
加
し
て
一
緒

に
メ
タ
ボ
予
防
に
取
り
組
み
ま

せ
ん
か
？
ご
家
族
・
お
友
達
の
参

加
も
可
能
で
す
。お
誘
い
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
申
し
込
み　

ご
希
望
の
日
を

ご
選
択
く
だ
さ
い（
教
室
開
催
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

■
費
用　

無
料

■
コ
ー
ス
内
容

日
時
：
12
月
６
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

場
所
：
ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

内
容
：

①
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

　

血
液
は
、人
間
の
生
命
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
、皆
さ
ん
の
善
意

に
よ
る
無
償
の
献
血
が
、病
気
や

け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命

を
救
い
ま
す
。皆
さ
ん
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
16
日
㈬

　

午
後
0
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
会
場　

国
分
寺
庁
舎
駐
車
場

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

食
事
コ
ー
ス

食
事
・
運
動
コ
ー
ス

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.9
15



ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

申し込み
ＱＲコード

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
こ
で
、食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に

食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、お
子
さ

ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
27
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
場
所

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

平
成
25
年
２
月
・
３
月
生
ま
れ

の
、生
後
６
〜
７
か
月
児
を
持
つ

保
護
者

■
定
員

　

約
20
名（
事
前
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。）

■
内
容

･
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
･
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク
･
野
菜
料
理
の
試
食

（
調
理
は
し
ま
せ
ん
。）

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
に

当
た
っ
て
は
講
習
会
の
受
講
が

必
須
と
な
り
ま
す
。な
お
講
義
形

式
と
な
っ
て
お
り
、実
技
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
内
容

　

施
設
の
利
用
方
法
、マ
シ
ン
の

取
り
扱
い
方
、諸
注
意
事
項
等
に

つ
い
て

■
申
込
方
法

　

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。受

講
日
の
前
日
ま
で
に
お
電
話
か
窓

口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
料
金　

無
料

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
等
、市
内

に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
も
の（
保
険
証
等
）

■
時
間　

午
後
０
時
40
分
〜
３
時

■
講
習
会
開
催
日

　

10
月
６
日
㈰
、11
月
４
日（
月
・

祝
）、12
月
５
日
㈭
、１
月
13
日

（
月
・
祝
）、２
月
11
日（
火
・
祝
）、

３
月
１
日
㈯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

■
利
用
料
金

■
休
館
日

　

･
毎
週
水
曜
日（
祝
日
の
場
合

　
　

は
、そ
の
翌
日
）

　

･
第
２
木
曜
日（
祝
日
の
場
合

　
　

は
開
館
）

　

･
祝
日
の
翌
日（
土
・
日
の
場

　
　

合
は
開
館
）

　

･
年
末
年
始

･
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
し
込
み
方
法

　

９
月
20
日
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Q
R
コ
ー
ド
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　
10
月
か
ら
市
内
に
勤
務
す
る

方
も
、き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す

　

仕
事
帰
り
に
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

気
分
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
？

■
目
的

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

（
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
対

象
と
し
て
い
ま
せ
ん
）

■
対
象
者

　

16
歳
以
上
の
下
野
市
民
及
び

市
内
に
勤
務
す
る
方

■
利
用
方
法

①
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

※
予
約
制

②
利
用
申
請
と
利
用
料
金
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
会
員
証
が
発
行
さ
れ
利
用
開

始
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
時
間

　

平
日
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

１
時
／
午
後
２
時
〜
８
時

　

土
日
祝
日
：
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
１
時
／
午
後
２
時
〜
６
時

30
分

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

仕
事
帰
り
に
健
康
づ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
い
か
が
で
す
か

自分たちの食事のこと、
離乳食についてなどの
質問にもお答えします。

一般
（16～64歳）

シニア
(65歳以上と

障がい者手帳保持者)

500円

4,000円

10,000円

15,000円

１回券

１か月券

３か月券

６か月券

300円

2,400円

6,000円

9,000円

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.9
16



し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
民
の
皆
様
よ
り
率
直
な
意
見
、
要
望
を
伺
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
市
政
懇
談
会
の
名
称
は
？

問
1　

■
プ
ラ
ン
の
重
点
領
域
の
目
標

と
取
り
組
み
の
方
向

　
「
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
」

で
は
①
栄
養
・
食
生
活
②
運
動
③

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
④

喫
煙
・
飲
酒
⑤
検
診
を
中
心
と
し

た
生
活
習
慣
病
の
予
防
、の
５
つ

を
重
点
領
域
の
目
標
と
定
め
、取

り
組
み
の
方
向
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
最
終
回
と
し
て
、重
点

領
域
目
標
⑤
検
診
を
中
心
と
し

た
生
活
習
慣
病
予
防
を
紹
介
し

ま
す
。 健

康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン（
第
２
次
下
野
市
健
康
増
進
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た（
最
終
回
）

●年1回は必ず健診（検診）を受診し、自分の健康状態を把握に
　努めましょう。
●精密検査が必要になった場合は必ず受診しましょう。
●食後の歯磨きを行い、むし歯・歯周病予防に努めましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　など

●各種健診（検診）の受診推奨を推進します。
●う歯・歯周病疾患に対する予防対策を充実します。
●定期的な歯科受診の必要性を啓発します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

・自分の健康状態は定期健診（検診）などで把握しましょう。
・元気な歯を維持し、80歳になっても自分の歯が20本保てるようにしましょう。（8020運動推進）

個人や家庭、地域の取り組み 重点施策

目標項目
●下野市国民健康保険加入者の特定健康診査の受診率

●糖尿病の検査を受けたことがある人の割合

●歯科の定期受診をしている人の割合

●歯周疾患検診を受けている人

●下野市国民健康保険加入者の特定保健指導の実施率

●市で実施する全てのがん検診受診率（平均）

●各種がん検診を
　受けている人の割合

胃がん（40歳以上）
肺がん（40歳以上）
大腸がん（40歳以上）
子宮頸がん（20歳以上）
乳がん（40歳以上）
胃がん（40歳以上）
肺がん（40歳以上）
大腸がん（40歳以上）
子宮頸がん（20歳以上）
乳がん（40歳以上）

●各種がん検診の
　精密検査受診率

●人間ドック受診率（市国民健康保険加入者）

現状値（H23年度）

21.5％

37.3％

男性　44.1％
女性　30.1％

60％

60％

（H22）　3.9％ 4.5％

30.0％ 36％以上

120人 150人以上

17.2％
37.4％
38.7％
24.5％
27.7％
87.5％

個別）88.1％ 集団）82.6％
個別）61.5％ 集団）80.9％
個別）94.7％ 集団）91.1％
個別） 100％ 集団）95.4％

50％以上
50％以上
50％以上
60％以上
60％以上

各がん検診
100％

男性　60％以上
女性　60％以上

男性　27.4％
女性　35.9％

男性　50％以上
女性　50％以上

成人期

目標値（H29年度）

注）◯は第1次計画からの継続目標　●は第2次計画の新規目標

5.健診を中心とした生活習慣病の予防5.健診を中心とした生活習慣病の予防
健康目標健康目標

健康と幸せ感健康と幸せ感健康と幸せ感健康と幸せ感
「健康」と「幸せ感」は密接な関係があります。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

現状値現状値

91.7％91.7％
目標値目標値

95％以上95％以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■幸せと感じる　■幸せと感じない　■無回答

健康だと思う

健康だと思わない

市民意識調査から

91.791.7 0.29.1

1.940.557.6

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.9
17



し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は「
市
長
の
い
き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」】　 

今
年
度
は
10
／
17
南
河
内
会
場
、
10
／
18
き
ら
ら
館
、
10
／
19
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

禁
煙
教
室
の
お
知
ら
せ

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

み
ん
な
で
救
急
医
療

を
守
ろ
う

Let’s　禁煙

　
「
し
も
つ
け
健
康
21
プ
ラ
ン
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

男
性
の
喫
煙
者
は
29
．5
％
、女

性
は
10
．7
％
で
女
性
の
喫
煙
率

は
栃
木
県
の
平
均
よ
り
も
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。た
ば
こ
は
煙

に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
が
強
い

依
存
性
を
も
た
ら
し
自
分
の
意

思
の
力
だ
け
で
直
す
こ
と
は
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
禁
煙
し
て
健
康

面
・
金
銭
面
・
美
容
面
そ
の
他
生

活
に
関
わ
る
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
実
施
期
間　

原
則
、10
月
か
ら

平
成
26
年
１
月
ま
で
の
３
か
月
間

■
対
象
者　

喫
煙
者（
喫
煙
本
数

が
今
ま
で
に
合
計
１
０
０
本
以

上
、ま
た
は
６
か
月
以
上
吸
っ
て

い
て
、か
つ
、こ
の
１
か
月
間
に
、

毎
日
も
し
く
は
時
々
吸
っ
て
い

る
方
で
、禁
煙
の
実
行
を
希
望
し

て
い
る
方

■
実
施
内
容　

保
健
師
や
管
理

栄
養
士
が
生
活
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、そ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ

ス
・
禁
煙
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

初
回
指
導
は
、ス
モ
ー
カ
ラ
イ

ザ
ー
を
使
い
呼
気
中
の
一
酸
化

　

誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て

救
急
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
３
つ
を
普
段
か
ら
心
が
け

て
い
た
だ
き
、適
正
な
利
用
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

①
か
か
り
つ
け
医（
医
科
・
歯
科
）

を
も
ち
ま
し
ょ
う

②
出
来
る
だ
け
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

③
救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
時

だ
け
利
用
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
増
進
課

夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
は
、

ま
ず
夜
間
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
在
宅
当
番
医
へ

　

小
山
地
区
で
は
、夜
間
や
休

日
の
急
病
に
対
し
て
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。比
較
的
症
状

が
軽
い
場
合
は
、ま
ず「
夜
間
休

日
急
患
セ
ン
タ
ー
」（
歯
科
の
場

合
は「
休
日
急
患
歯
科
診
療

所
」）・「
在
宅
当
番
医（
救
急
告

示
医
療
機
関
当
番
医
）」を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
46

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
き
づ
い

た
ら
…（
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
が

で
き
る
こ
と
）

■
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
気
づ
い
て

い
ま
す
か
？

･
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
」

･
ま
ず
は
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

･
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

■
悩
ん
で
い
る
人
を
安
心
さ
せ

よ
う

･
悩
ん
で
い
る
人
の
話
は
よ
く

聴
き
ま
し
ょ
う
。

･
安
心
で
き
る
情
報
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

（
※
内
閣
府
企
画
制
作
：
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
一
般
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

よ
り
）

　

９
月
10
日
㈫
、「
か
ま
し
ん（
自

治
医
大
店
）」に
お
い
て
、自
殺
予

防
県
内
一
斉
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、栃
木
県
県
南
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
職
員
、下
野
市
職
員

等
に
よ
る
自
殺
予
防
の
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。

炭
素
濃
度
を
調
べ
て
、ニ
コ
チ
ン

依
存
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、禁

煙
開
始
日
を
設
定
し
、ま
ず
は
３

か
月
を
目
安
に
行
い
ま
す
。そ
の

後
、個
別
の
状
況
に
応
じ
て
面

接
・
電
話
等
で
の
相
談
を
行
い
ま

す
。

■
費
用　

無
料

■
定
員　

10
名
程
度

■
初
回
指
導

　

希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

実
施
日
：
10
月
４
日
㈮
、８
日

　

㈫
、10
日
㈭

　

時
間
：
午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
：
き
ら
ら
館

■
申
し
込
み
期
間

　

９
月
30
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健

康
」が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実

施
し
ま
す
。相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
日
程

　

11
月
26
日
㈫
、1
月
21
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、相

談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

小
学
生
国
内
交
流
派
遣
事
業
な
ど
文
化
・
教
育
・
芸
術
な
ど
様
々
な
分
野
で
相
互
理
解
と
友
好
親
善
を
深
め
て
い
る
四
国
の
ま
ち（
市
）は
？

問
2　

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診

の
ご
案
内

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
講
座
〜
ピ
ラ
テ
ィ

ス
と
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ

で
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
〜

申し込み
ＱＲコード

ヘルシーランチの一例

　

子
育
て
・
仕
事
・
家
事
…
家
族

の
た
め
に
毎
日
忙
し
く
過
ご
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
慌
し
い
生
活
の
中
で

自
分
の
身
体
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す

か
？

　

日
頃
、頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
ご
ほ
う
び
と
し
て
、お
い
し
い

食
事
を
し
な
が
ら
内
側
か
ら
自

分
を
見
つ
め
な
お
し
て
健
康
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
の
女
性（
更
年
期

の
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

方
）

■
内
容

　

①
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代
、こ
れ
か

ら
ど
う
生
き
て
い
く
？
②
し
な

や
か
な
美
し
い
カ
ラ
ダ
作
り（
ピ

ラ
テ
ィ
ス
の
実
践
）③
頑
張
っ
て

い
る
自
分
へ
の
ご
褒
美
♪
ヘ
ル

シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
日
時

　

10
月
2
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
持
ち
物

　

米
１
合
、運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、飲
み
物（
運
動
時
の
水

分
補
給　

水
か
お
茶
）

■
申
込
方
法

　

９
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Q
R
コ
ー
ド
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
人
数
が
多
数
の
場

合
は
、初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

な
っ
た
方
を
除
く
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
検
査
内
容　

　

問
診
、内
診
、子
宮
頸
部
細
胞

診
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

■
受
診
方
法

　

平
成
25
年
度
受
診
券（
圧
着
は

が
き
）を
、必
ず
当
日
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
方

で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、健
康

増
進
課（
☎（
52
）1
1
1
6
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
検
診
の
結
果
、「
異
常
認
め
ず
」

と
な
っ
た
方
は
、次
回
３
年
後
の

受
診
と
な
り
ま
す
。

※
検
診
の
結
果
、「
精
密
検
査
」ま

た
は「
治
療
が
必
要
」と
な
っ
た

場
合
は
、そ
れ
に
関
す
る
費
用
は

保
険
診
療
で
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、必
ず
保
険
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
受
診
に
関
す
る
注
意
事
項

①
現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
、ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

②
現
在
婦
人
科
で
治
療
中
、ま
た

は
治
療
終
了
後
2
週
間
以
内
の

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

③
ス
カ
ー
ト
等
の
支
度
が
便
利

で
す
。

④
生
理
用
品（
ナ
プ
キ
ン
）を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
検
診
結
果

　

市
は
受
診
さ
れ
た
方
の
検
診

結
果
と
精
密
検
査
結
果
に
つ
い

て
、細
胞
検
査
機
関
、受
診
医
療

機
関
よ
り
提
供
を
受
け
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
、細
胞
検
査
機
関

か
ら
の
結
果
が
届
き
次
第
、健
康

増
進
課
よ
り
郵
送
で
お
送
り
し

ま
す
。（
検
診
日
か
ら
１
か
月
半

程
度
か
か
り
ま
す
。）

　

平
成
25
年
度
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
、集
団
検
診
と
医
療
機
関

（
個
別
検
診
）の
選
択
方
式
で
実

施
し
て
い
ま
す
。受
診
回
数
は
年

度
内
１
回
で
す
の
で
、ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

医
療
機
関（
個
別
検
診
）を
ご

希
望
の
方
は
、下
記
の
医
療
機
関

に
直
接
予
約
申
し
込
み
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
木
村
婦
人
科
医
院
は
、予
約
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
下
野
市
で
は
24
年
度
よ
り「
細

胞
診
」に
加
え
、よ
り
精
度
の
高

い
検
診
に
す
る
た
め
に「
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

検
査
」を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
も
に

陰
性（
－
）の
場
合
は
異
常
認
め

ず
と
な
り
、少
な
く
と
も
３
年
間

は
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、次
の
検
診

は
３
年
後
と
な
り
ま
す
。

■
実
施
時
期

　

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で

■
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
女
性（
平
成
24
年

度
に
受
診
し
、「
異
常
認
め
ず
」と

☎（
52
）１
１
１
６

石橋総合病院
木村クリニック
中央クリニック
和田マタニティクリニック
樹レディスクリニック
新小山市民病院
やまなかレディースクリニック
木村婦人科医院
クララクリニック

下野市石橋628
下野市祇園1－7－7
下野市薬師寺3154－2
下野市小金井1－30－6
小山市神鳥谷5－18－15
小山市若木町1－1－5
小山市若木町2－11－20
壬生町壬生甲2349
壬生町壬生甲3312－1

医療機関名
■実施医療機関（検診日・検診時間については、電話でご確認ください）

住　　　所
53－1134
44－8211
40－1121
40－5503
20－5505
21－3823
37－8020
0282-82-6136
0282-83-1311

電話番号
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は「
香
川
県
高
松
市
」】　 

今
年
度
、
２
市
の
さ
ら
な
る
交
流
を
目
指
し「
歴
史
文
化
交
流
協
定
」と「
災
害
に
お
け
る
相
互
支
援
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

定
期
の
麻
し
ん
風
し
ん

混
合（
M
R
）予
防
接

種
費
助
成
事
業

任
意
の
風
し
ん

予
防
接
種
費
助
成
事
業

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の

感
染
症
予
防
対
策
５
か
条

歩
く
ら
す
〜
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

あ
る

■
対
象
者

○
１
歳
児（
生
後
12
月
〜
24
月
に

至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
方
）

○
年
長
児（
平
成
19
年
４
月
２
日

〜
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
、平
成
26
年
３
月
31
日
の
間

に
接
種
）

■
助
成
内
容

　

年
長
児
の
方
に
、予
防
接
種
の

案
内
を
４
月
下
旬
に
送
付
し
ま

し
た
。未
接
種
の
方
は
、期
間
内

は
公
費
負
担（
無
料
）で
接
種
で

き
ま
す
の
で
、早
め
に
き
ち
ん
と

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
胎
児
に
感
染
し
て
、先
天
性

風
疹
症
候
群（
難
聴
、先
天
性
心

疾
患
、白
内
障
及
び
網
膜
症
等
）

が
高
い
確
率
で
発
生
し
ま
す
。風

し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

で
、未
来
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
19

歳
以
上
の
方
で
、抗
体
検
査
に
よ

り
抗
体
値
が
低
値
で
あ
る
と
判

明
し
て
い
る
方
の
う
ち
次
の
い

　

毎
日
の
く
ら
し
の
中
に「
歩

く
」こ
と
を
取
り
入
れ
、健
康
的

な
生
活
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
や
心
臓
病
、脳
卒
中
の

予
防
改
善
、ス
タ
イ
ル
の
改
善
、

ロ
コ
モ
予
防
、認
知
症
の
予
防
な

ど
・・・「
歩
く
」こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、健
康
運
動
指

導
士
に
よ
る
効
果
的
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
程
・
会
場

･
10
月
22
日
㈫

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

･
平
成
26
年
３
月
18
日
㈫

　

き
ら
ら
館
研
修
室

※
各
日
と
も
同
じ
内
容
で
実
施

し
ま
す
。ご
希
望
の
日
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
時
間

　

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

け
た
方

■
定
員　

　

30
名（
教
室
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。）

■
内
容

･
血
圧
測
定

･
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の

講
話

･
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
実
践（
室
内
・
屋
外
）

※
雨
天
時
は
室
内
の
み

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物

　

運
動
可
能
な
服
装
、タ
オ
ル
、

運
動
靴
、水
分（
水
ま
た
は
お
茶
）

（
※
ゆ
う
ゆ
う
館
は
土
足
厳
禁
の

た
め
、室
内
用
の
運
動
靴
も
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

■
備
考

　

高
血
圧
、間
接
に
痛
み
の
あ
る

方
等
で
運
動
に
制
限
が
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
対
象

で
す
。

①
女
性（
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希

望
し
て
い
る
49
歳
以
下
の
方
）と

そ
の
夫

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

※
妊
娠
中
は
予
防
接
種
を
う
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。女
性
の

方
は
、あ
ら
か
じ
め
１
か
月
間
避

妊
し
た
後
に
接
種
し
、接
種
後
は

約
２
か
月
間
の
避
妊
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
５
月

31
日
に
予
防
接
種
を
受
け
た
方

も
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
助
成
期
間

　

平
成
25
年
６
月
１
日
〜
平
成

26
年
３
月
31
日

■
助
成
内
容

○
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

　

１
回　

３
，０
０
０
円

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

　

１
回　

５
，０
０
０
円

※
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。医
療
機
関
で

は
、助
成
額
と
の
差
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、ト
キ
ソ
プ
ラ

ズ
マ
な
ど
の
微
生
物
は
、妊
娠
中

や
産
後
に
、お
母
さ
ん
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
に
病
気
を
う
つ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

１
．妊
娠
中
は
家
族
、産
後
は
自

分
に
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
し
ま

し
ょ
う

　

風
疹
、麻
疹
、水
痘
、お
た
ふ
く

か
ぜ
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

ま
す
。

２
．手
を
よ
く
洗
い
ま
し
よ
う

　

生
肉
調
理
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

ペ
ッ
ト
の
糞
の
処
理
後
等
。

　

特
に
食
事
前
は
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

３
．体
液
に
注
意

　

食
べ
物
の
口
移
し
や
歯
ブ
ラ

シ
の
共
有
は
や
め
る
。

４
．し
っ
か
り
加
熱
し
た
も
の
を

食
べ
ま
し
ょ
う

　

生
ハ
ム
、未
加
熱
の
チ
ー
ズ
は

避
け
る
。生
野
菜
は
し
っ
か
り
洗

う
。

５
．人
ご
み
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

感
染
病
の
流
行
時
は
マ
ス
ク

着
用
。熱
や
発
疹
の
あ
る
子
ど
も

に
注
意
。

○
日
本
周
産
期
・
新
生
児
医
学
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

http://w
w
w
.jspnm

.com
/to

pics/data/topics20130515
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
薬
師
寺
跡
は
、
栃
木
県
で
い
ち
ば
ん
古
い
国
指
定
史
跡
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

問
3　

結
核
定
期
健
診（
石
橋
地
区
）

の
お
知
ら
せ

　

感
染
症
法
に
定
め
ら
れ
た
結
核
定
期
健

診（
胸
部
間
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）を
次
の

よ
う
に
実
施
し
ま
す
。こ
の
健
診
の
対
象
者

は
65
歳
以
上（
平
成
26
年
３
月
31
日
基
準
）

の
方
で
、毎
年
１
回
の
健
診
と
な
り
ま
す
。

　

検
診
は
医
療
法
人　

宇
都
宮
東
病
院
に

委
託
し
て
い
ま
す
。レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
が

市
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、市
か
ら
郵
送
さ

れ
た
受
診
票
を
ご
持
参
の
う
え
、最
寄
り
の

会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
結
果
、要
精
密
検
査
に
な
っ
た
方

は
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
検
診
結
果
通

知
は
石
橋
地
区
検
診
終
了
後
約
１
か
月
か

か
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

※
勤
務
先
で
受
診
さ
れ
る
方
や
医
療
機

関
で
定
期
的
に
結
核
健
診
を
受
診
さ
れ
て

い
る
方
、医
療
機
関
や
集
団
検
診
等
で
肺
が

ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、こ
の
結
核
健

診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
健
康
増
進

課
☎（
52
）１
１
１
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

月　　日 受付時間 内　　容 場　所対　象　者
■　保健メモ　■　9月号　9月16日→10月15日

グ

ゆ

ゆ

ゆ

き

ゆ

ゆ

き

ゆ

き

き

グ

ゆ

ゆ

8：00～10：009月17日（火）
13：00～14：00

9：45～10：009月18日（水）

13：00～14：00

8：00～10：00

9月24日（火）

9月25日（水）
9：45～10：00

9月30日（月） 8：00～10：00

10月1日（火） 8：00～10：00

13：00～14：00

10月2日（水） 9：45～10：00

10月6日（日） 9：00～11：00

10月8日（火） 8：00～10：00

10月10日（木） 8：00～10：00

13：00～14：00

事前申し込み必要

平成24年2月生まれ

事前申し込み必要

平成25年5月生まれ

事前申し込み必要

赤ちゃん広場 平成25年6月生まれ

4か月児健診

1歳6か月児健診
育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さんポピーくらぶ

平成22年7月生まれ3歳児健診

事前申し込み必要（女性限定日）

年中児～小学2年生（H17.4.2～H21.4.1生まれ）の下野市民フッ素塗布

1歳6か月児健診

育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さんポピーくらぶ

事前申し込み必要（女性限定日）

平成24年3月生まれ

事前申し込み必要

■内容：　　　　　 …特定健診・後期高齢者健康診査・がん検診・ヤング健診　　…子宮頸がん受診可能の日　
■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館　　…グリーンタウンコミュニティセンター

特 が ヤ
ゆ き グ

子• • •後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

■結核健診日程

実施日 時　　間 会　　場

9/17（火）

19（木）

24（火）

25（水）

26（木）

27（金）

30（月）

10/1（火）

10/2（水）

10：00～10：30

10：00～11：00
11：30～12：00

  9：30～10：30
11：00～11：50

10：00～10：30

11：00～11：30

13：00～13：30

  9：30～10：00
10：30～11：00
  9：30～10：30

11：00～12：00

11：00～11：30
10：00～10：40
11：10～11：40
13：00～13：30
10：30～11：30

若林・石井佳子様宅

中大領構造改善センター
若林公民館

石橋公民館
  9：00～ 9：30 グリムの館駐車場
10：00～10：30 下古山・児山館
11：00～11：50 きらら館

テーマ館
上大領・新井商店様宅
栄町・そうとめ皮膚科ｸﾘﾆｯｸ駐車場

橋本・岡田商店様宅

石北ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ1号館
（旧ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ4号館）
上古山集落センター
大光寺・ふじたｸﾘﾆｯｸ駐車場

通古山・市村運輸様宅

細谷集落センター

開雲寺駐車場
旭町・小野口商店様宅
下石橋公民館
石橋公民館
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平
成
25
年
度 

体
力
・
運

動
能
力
調
査
参
加
者
募
集

　

国
が
国
民
の
体
力
・
運
動
能

力
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

毎
年
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い

る
体
力
テ
ス
ト
を
下
野
市
で
も

実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
28
日
㈯
午
前
９
時
〜

（
受
付
は
午
前
10
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
の
満
20
歳
〜
79

歳
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

石
橋
・
国
分
寺
地
区
運
動
会
を

10
月
13
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

（
予
備
日
14
日
㈪
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
運
動
会
の

参
加
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会

で
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
親
睦
と
融
和
を
図
る

機
会
で
す
の
で
、
所
属
す
る
自

治
会
の
体
育
部
長
な
ど
の
役

員
さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場

・  

石
橋
地
区
：
大
松
山
運
動
公

園
・  

国
分
寺
地
区
：
国
分
寺
運
動

公
園

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

■
テ
ス
ト
項
目

○
成
年
（
20
歳
〜
64
歳
）

　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び

○
高
齢
者
（
65
歳
〜
79
歳
）

　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ

障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

※
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
テ
ス

ト
）
の
結
果
に
よ
り
、
体
力
テ

ス
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

運
動
着
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
・
飲
物
な
ど

■
注
意
事
項

　

体
力
に
自
信
の
な
い
方
、
医

師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い

る
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま

た
、
当
日
の
健
康
状
態
に
よ
り
、

参
加
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

市
民
体
育
祭
石
橋
・

国
分
寺
地
区
運
動
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
自
治
会
対
抗
に
よ
る

南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

の
お
知
ら
せ

　

南
河
内
地
区
で
は
、
広
く
多

く
の
年
代
層
の
参
加
を
目
指
す

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
交

流
大
会
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
卓
球
・
剣
道
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
）
と
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
室
内
ペ
タ
ン

ク
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

事
前
の
参
加
申
し
込
み
が
必

要
な
交
流
大
会
と
当
日
で
も
参

加
可
能
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

９
月
26
日
ま
で
に
南
河
内
体

育
セ
ン
タ
ー
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館
で
受
付
け
ま
す
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館　

（
52
）１
１
６
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

ニ
ッ
コ
ニ
コ
〜
マ
マ
と

い
っ
し
ょ
〜
体
操
教
室

(

後
期)

参
加
者
募
集

■
日
時

　

９
月
25
日
、
10
月
２
・
９
・

16
・
23
日
、
11
月
６
・
13
・
20

日
（
毎
回
水
曜
日
全
８
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

満
２
〜
３
歳
（
９
月
１
日
現

在
）
の
幼
児
と
保
護
者

※
託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

妊
娠
中
の
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。
参
加
者
以
外
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。

■
参
加
費

　

１
組　

１
，
０
０
０
円

■
定
員　

20
組
（
先
着
順
）

■
受
付
期
間　

９
月
５
〜
17
日

■
申
し
込
み

　

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口

ま
で

※
記
載
内
容
①
親
子
体
操
教
室

参
加
希
望
②
住
所
③
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
④
年
齢
⑤
生
年
月
日

⑥
性
別
⑦
電
話
番
号

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　 

下
野
薬
師
寺
跡
は
、
大
正
10
年
3
月
3
日
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
に
下
野
国
分
寺
跡
・
足
利
学
校
跡
も
指
定
さ
れ
、
こ
の
3
史
跡
が
栃
木
県
で
一
番
古
い
指
定
に
な
り
ま
す
。
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第
８
回
下
野
市

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス

大
会
出
場
者
募
集

■
主
催　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

■
日
時　

９
月
20
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
予
備
日
27
日
）

※
開
催
可
否
は
、
会
場
で
判
断

す
る
の
で
、
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。

■
種
目

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
ブ
ル
ス

■
試
合
方
法

　

６
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）

■
会
場　

国
分
寺
運
動
公
園

■
参
加
資
格

　

市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る

初
・
中
級
者
の
方

■
参
加
費

　

１
組
２
，
５
０
０
円

（
大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み

　

９
月
２
日
〜
18
日
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
申
込
事
項
（
氏
名
、
ク

ラ
ブ
名
、
連
絡
先
）
を
本
文
に

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

tennis_m
urao@

nifty.com

■
参
加
料

　

１
５
，
０
０
０
円

（
ボ
ー
ル
代
込
み
）

※
会
員
１
４
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

（
44
）４
４
３
２

女
子
親
睦
ゴ
ル
フ
会

参
加
者
募
集

■
主
催　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
日
時　

９
月
25
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
集
合

■
会
場　

南
摩
城
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ（
鹿
沼
市
下
南
摩
町

９
８
２

－

２
）

■
募
集
人
数　

30
名

■
費
用　

５
，
５
０
０
円

　
（
プ
レ
ー
代
、
昼
食
、
パ
ー

テ
ィ
ー
含
む
）

■
締
め
切
り　

９
月
18
日

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

　

☎（
38
）０
７
４
５
６

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

　

井
上
和
宏

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

 http://hom
epege2.nifty.

com
/SCT

A
/

※
ド
ロ
ー
は
当
日
発
表
。

下
野
市
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

■
主
催　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
日
程

①
火
曜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
60
歳

以
上
の
男
性
）（
毎
週
火
曜
日
）

　

９
月
17
日
〜
10
月
29
日

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

②
木
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス

（
女
性
限
定
）（
毎
週
木
曜
日
）

　

９
月
19
日
〜
10
月
31
日

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

③
土
曜
一
般
ク
ラ
ス
（
男
女
混

合
）（
毎
週
土
曜
日
）

　

９
月
21
日
〜
11
月
２
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
会
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

■
募
集
人
数

①
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
：
16
名

②
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
：
24
名

③
一
般
ク
ラ
ス
：
16
名

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
の
ク
ラ
ブ
事
務
局

担
当
：
田
村（
毎
週
火
・
水
・

木
曜
日
）☎（
44
）０
８
４
９

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

親
子
体
操
教
室
２
nd

シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

■
日
時　

10
月
21
・
28
日
、
11

月
11
・
18
・
25
日
、
12
月
２
・
９
・

16
日（
計
８
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

■
対
象　

開
催
中
に
２
歳
に
な

る
幼
児
〜
未
就
学
児

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会
員 

３
，
６
０
０
円

　

会
員
外 

４
，
０
０
０
円

 

（
幼
児
の
み
保
険
加
入
）

■
申
し
込
み

　

９
月
10
日
よ
り
先
着
順
で
定

員
（
20
組
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他

　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
有
料
）

を
紹
介
で
き
ま
す
。

夢
く
ら
ぶ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
２
nd

シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

技
能
習
得
認
定
者
は
後
日
実

施
予
定
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
12
・
19
・
26
日
、
11
月
９
・

16
日
（
計
５
回
）

① 

Ａ
コ
ー
ス
（
小
学
生
、
小
学

生
親
子
）：
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
／

② 

Ｂ
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
上
）：

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
棟

■
定
員　

各
コ
ー
ス
15
名

■
参
加
費
（
５
回
分
）

・  

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
済

み
の
会
員
は
無
料
（
定
員
制

の
た
め
、
必
ず
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

・  

会
員
外
は

　

中
学
生
以
下 

８
０
０
円

　

高
校
生
以
上 

１
，
８
５
０
円

※
１
st
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
は
無
料

・  

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
詳
細
は
別
途
案
内
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

９
月
10
日
〜
17
日
午
後
５
時

ま
で
受
付
け
ま
す
。

※ 

定
員
超
過
の
場
合
は
、
会
員

を
優
先
し
、
会
員
外
は
先
着

順
に
受
付
け
ま
す
。

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

石
橋
に
あ
る
児
山
城
跡
は
も
と
も
と
、
小
山
市
に
本
拠
地
を
持
っ
て
い
た
小
山
氏
が
支
配
し
て
い
た
お
城
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

問
4　
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講
師
紹
介

ト
ー
プ
・
ガ
ナ
ー
先
生

（
上
三
川
町
Ａ
Ｌ
Ｔ　

ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ
ス
カ

州
出
身
）

シ
ル
バ
ン
・
ジ
ル
・
エ

レ
ン
先
生

（
英
語
講
師　

ア
メ
リ

カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
出

身
）

金　

賢
淑
（
キ
ム　

ヒ
ョ
ン
シ
ュ
ク
）
先
生

　
（
韓
国
出
身
）

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
受
付

　

９
月
９
日
〜
20
日

　
（
土
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
受
講
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

※
注
意　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
語

学
講
座
の
受
講
は
自
動
継
続
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
前
回
か
ら
ご
継
続
の
方
も
必

ず
ご
希
望
の
コ
ー
ス
を
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
開
講
不
能
以

外
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
旦
入
金
さ
れ

た
受
講
料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

英
語
講
座

　

定
員
：
各
コ
ー
ス
20
名

◆
初
級
コ
ー
ス

　

昨
年
か
ら
の
継
続
で
、
学
校
で
習
っ

た
け
ど
話
せ
な
い
と
い
う
方
、
ち
ょ
っ

と
は
話
せ
る
が
、
英
語
を
使
う
機
会
を

増
や
し
た
い
方
な
ど
大
歓
迎
！
ネ
イ

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
語
学

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
が
わ
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。
ご
希
望
の
講
座
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
条
件

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
。

　
（
年
会
費
１
，
０
０
０
円
。
協
会
入

会
は
講
座
開
講
前
に
生
活
安
全
課
窓
口

に
て
随
時
受
付
け
し
て
い
ま
す
。）

■
受
講
料

　

各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

9
月
27
日
㈮
ま
で
に
①
ま
た
は
②
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
現
金
納
付
：
生
活
安
全
課
窓
口

②
銀
行
振
込
：
左
記
指
定
口
座
に
お
振

込
み
く
だ
さ
い
。
※
手
数
料
各
自
負
担

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
お
振
り
込
み
の

場
合

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
記
号
１
０
７
２
０

　

番
号
０
８
２
８
１
７
１
１

・
他
の
金
融
機
関
か
ら
お
振
り
込
み
の

場
合

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

店
番
号
０
７
８

　

口
座
番
号　

０
８
２
８
１
７
１

※
口
座
名
義
は
「
下
野
市
国
際
交
流
協

会
」
で
共
通
で
す
。

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
音
を
し
っ
か

り
学
び
、
語
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

〔
石
橋
会
場
〕

○
講
師
：
ト
ー
プ
・
ガ
ナ
ー
先
生

○
期
間
：
10
月
12
日
〜
３
月
22
日

（
毎
週
土
曜
日
。
11
月
23
日
、12
月
28
日
、

１
月
4
日
、
2
月
15
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

〔
南
河
内
会
場
〕

○
期
間
：
10
月
18
日
〜
３
月
14
日
（
毎

週
金
曜
日
。
12
月
27
日
、
1
月
3
日
は

休
講
）

○
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ

　

語
学
の
レ
ベ
ル
は
様
々
で
す
の
で
、

講
座
の
内
容
も
「
い
ろ
い
ろ
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
音

や
文
法
を
復
習
し
な
が
ら
、
知
識
・
英

会
話
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。

○
講
師
：
ト
ー
プ
・
ガ
ナ
ー
先
生

○
期
間
：
10
月
12
日
〜
３
月
22
日
（
毎

週
土
曜
日
。
11
月
23
日
、
12
月
28
日
、

１
月
4
日
、
2
月
15
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅱ

　

文
法
の
復
習
を
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
知
識
・
英
会
話
能
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
土
曜

日
の
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ
が
物
足
り
な
い
と

思
う
方
向
け
の
教
室
で
す
。）

○
講
師
：
ト
ー
プ
・
ガ
ナ
ー
先
生

○
期
間
：
10
月
17
日
〜
3
月
20
日
（
毎

週
木
曜
日
。
12
月
26
日
、
１
月
2
日
、

2
月
13
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

語学講座　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　 

児
山
城
は
宇
都
宮
氏
の
一
族
で
あ
る
児
山
氏
が
支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

宇
都
宮
氏
は
、
安
土
桃
山
時
代
ま
で
宇
都
宮
周
辺
を
本
拠
と
し
て
存
続
し
ま
し
た
。

　

語
学
講
座
の
ご
案
内
■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）５
５
５
５

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.9
24



ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン

先
生

（
下
野
市
国
際
交
流

員
・
ド
イ
ツ
出
身
）

モ
ニ
カ
・
ベ
ー
レ
ン

タ
ー
ラ
ー
先
生

（
宇
都
宮
市
に
滞
在

中
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出

身
）

宮
田　

京
玉
（
み
や

た　

き
ょ
う
ぎ
ょ
く
）

先
生

（
中
国
出
身
）

石
川
　

嘉
玲
（
い
し
か

わ　

か
り
ん
）
先
生

（
中
国
出
身
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ

　

１
格
と
４
格
の
違
い
、
定
冠
詞
と
不

定
冠
詞
の
使
い
分
け
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
、
簡
単
な
会
話
や
文
章
作
成
が
で

き
る
方
に
お
勧
め
で
す
。
木
曜
日
の
授

業
よ
り
も
授
業
の
進
み
が
早
い
で
す
。

○
講
師
：
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
レ
ン
タ
ー
ラ
ー

先
生

○
期
間
：
10
月
22
日
〜
３
月
25
日
（
毎

週
火
曜
日
。
11
月
5
日
、
12
月
24
・
31

日
、
１
月
14
日
、
２
月
11
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
９
，
０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス

　
「
ド
イ
ツ
語
を
学
習
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
方
に
お
勧
め
！
文
法
の
基

本
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
イ
ツ
語
の
名
詞
の

性
や
動
詞
の
現
在
形
変
化
、
現
在
完
了

形
な
ど
が
で
き
る
方
に
適
し
た
内
容
で

す
。

○
講
師
：
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
レ
ン
タ
ー
ラ
ー

先
生

○
期
間
：
10
月
22
日
〜
３
月
25
日
（
毎

週
火
曜
日
。
11
月
5
日
、
12
月
24
・
31

日
、
１
月
14
日
、
２
月
11
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
〜
９
時

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
１
２
，０
０
０
円（
全
18
回
）

韓
国
語
講
座

　

定
員
：
20
名

◆
初
級
コ
ー
ス

　

昨
年
か
ら
の
継
続
で
、
あ
る
程
度
の

読
み
書
き
が
で
き
る
方
を
対
象
に
、
会

話
を
中
心
と
し
た
正
確
な
発
音
、
読
む

練
習
、
筆
記
の
テ
ス
ト
等
を
指
導
し
ま

す
。

○
講
師
：
金　

賢
淑
先
生

○
期
間
：
10
月
22
日
〜
３
月
25
日
（
毎

週
火
曜
日
。
11
月
5
日
、
12
月
24
・
31

日
、
１
月
14
日
、
２
月
11
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
９
，
０
０
０
円
（
全
18
回
）

ド
イ
ツ
語
講
座

　

定
員
：
各
コ
ー
ス
15
名

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ

　

１
格
と
４
格
の
違
い
、
定
冠
詞
と
不

定
冠
詞
の
使
い
分
け
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
、
簡
単
な
文
章
が
作
れ
る
方
に
お

勧
め
で
す
。

○
講
師
：
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
先
生

○
期
間
：
10
月
10
日
〜
３
月
27
日
（
毎

週
木
曜
日
。
11
月
21
日
、
12
月
26
日
、

１
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
、
２

月
27
日
、
3
月
20
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
10
分
〜
8
時
40
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
９
，
０
０
０
円
（
全
18
回
）

中
国
語
講
座

　

定
員
：
各
コ
ー
ス
15
名

◆
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ

　

中
国
語
の
入
門
コ
ー
ス
。
中
国
語
の

発
音
や
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
な
文

章
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う

方
に
お
勧
め
で
す
。

○
講
師
：
宮
田　

京
玉
先
生

○
期
間
：
10
月
22
日
〜
３
月
25
日
（
毎

週
火
曜
日
。
11
月
５
日
、
12
月
24
・
31

日
、
１
月
14
日
、
２
月
11
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
９
，
０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ

　

中
国
語
の
入
門
コ
ー
ス
。
中
国
語
の

発
音
や
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
な
文

章
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う

方
に
お
勧
め
で
す
。
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ
よ

り
も
授
業
の
進
み
が
早
い
で
す
。

○
講
師
：
石
川　

嘉
玲
先
生

○
期
間
：
10
月
23
日
〜
３
月
26
日
（
毎

週
水
曜
日
。
12
月
25
日
、
１
月
1
日
、

２
月
12
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
0
時

15
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ

　

基
本
的
な
中
国
語
の
知
識
を
習
得
し
、

発
音
や
簡
単
な
会
話
は
で
き
る
方
で
、

も
う
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に

適
し
た
内
容
で
す
。

○
講
師
：
宮
田　

京
玉
先
生

○
期
間
：
10
月
23
日
〜
３
月
26
日
（
毎

週
水
曜
日
。
12
月
25
日
、
１
月
1
日
、

2
月
12
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ

　

中
国
語
の
基
礎
（
発
音
や
文
法
）
が

理
解
で
き
る
方
を
対
象
に
、
実
践
的
な

中
国
語
を
学
び
ま
す
。

○
講
師
：
石
川　

嘉
玲
先
生

○
期
間
：
10
月
23
日
〜
３
月
26
日
（
毎

週
水
曜
日
。
12
月
25
日
、
１
月
1
日
、

２
月
12
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
20
回
）

　語学講座

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
国
分
寺
跡
の
南
西
部
に
あ
る
甲
塚
古
墳
は
、
下
野
国
分
寺
よ
り
も
前
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

問
5　
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「
子
ど
も
司
書
体
験
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

図
書
館
業
務
の
体
験
を
通
じ

て
図
書
館
や
本
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
子
ど
も
司
書
体
験

講
座
」
を
全
３
回
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
（
６
月
23
日
）
で

は
、「
図
書
館
っ
て
ど
ん
な
と

こ
ろ
？
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
改

め
て
皆
で
考
え
学
習
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
本
の
分
類
法
に
つ
い

て
も
学
び
、
調
べ
学
習
な
ど
の

際
に
分
類
記
号
を
手
掛
か
り
に

し
て
本
を
探
し
出
す
方
法
を
身

に
つ
け
ま
し
た
。

　

第
２
回
（
７
月
７
日
）
で
は
、

傷
ん
で
し
ま
っ
た
本
の
修
理
と
、

オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
す
る
た

め
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
広
告
）
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
実
際
に
修
理
を
や
っ
て
み

て
、
本
を
よ
り
大
切
に
扱
お
う

南
河
内
公
民
館
・

自
主
グ
ル
ー
プ
共
催
講
座

体
験
！
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座

〜
ア
ロ
マ
・
ラ
ン
プ
ス
タ
ン
ド
〜

　

ラ
ン
プ
と
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
の

両
方
を
兼
ね
備
え
た
お
し
ゃ
れ

な
テ
ー
ブ
ル
ス
タ
ン
ド
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

10
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

南
河
内
公
民
館

■
指
導　

・
津
崎　

博
行　

氏

・
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス

 

ス
テ
ン
ド
会
員

■
定
員　

20
名

■
教
材
費　

９
，
５
０
０
円

　
（
材
料
費
・
用
具
レ
ン
タ
ル

料
）

■
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
・
軍
手
・
ハ
サ
ミ

　

タ
オ
ル
１
枚

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
公
民
館

　

☎（
48
）２
３
９
３

　

（
48
）５
４
４
７

と
い
う
感
想
を
も
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　

第
３
回
（
８
月
７
日
）
で
は

一
日
図
書
館
員
体
験
と
し
て
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
本
の
貸

出
・
返
却
業
務
に
携
わ
っ
た
り
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

内
部
の
書
庫
に
入
っ
て
の
作
業

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
〜
第
３
回
の

全
て
の
講
座
に
出
席
し
た
子
に

は
、
図
書
館
と
本
に
た
く
さ
ん

親
し
ん
だ
証
と
し
て
、「
子
ど

も
司
書
認
定
証
」
を
授
与
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
に

た
く
さ
ん
足
を
運
ん
で
、
読
書

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

し
も
つ
け
大
人
塾
25

開
催
し
て
い
ま
す

　

し
も
つ
け
大
人
塾
第
３
回
及

び
第
４
回
が
修
了
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
メ
イ
ン
講
師
で
あ

る
松
田
道
雄
先
生
か
ら
ハ
ン
ズ

イ
ン
カ
フ
ェ
（
手
作
業
と
お

し
ゃ
べ
り
に
よ
る
交
流
）の
説

明
を
受
け
、
開
催
準
備
と
チ
ラ

シ
づ
く
り
を
楽
し
く
行
い
ま
し

た
。
第
４
回
は「
身
近
な
薬
師

祭
に
つ
い
て
知
ろ
う
」と
題
し

て
、
薬
師
祭
実
行
委
員
を
招
き
、

薬
師
祭
へ
出
店
参
加
に
向
け
た

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
当
講
座
生
が
第
42
回
薬
師
祭

に
出
店
し
ま
す
。

■
出
店
日
時　

10
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
出
店
内
容

　
「
だ
が
し
や
縁
日
」（
参
加
者

の
特
技
を
生
か
し
た
屋
台
。
モ

ノ
づ
く
り
な
ど
内
容
は
多
彩
。）

下
野
市
小
中
学
校
音
楽
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

　　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
小
中
学

校
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
の

で
、
児
童
生
徒
が
一
生
懸
命
取

り
組
む
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

９
月
21
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
予
定
）

■
場
所　

石
橋
中
学
校
体
育
館

■
持
ち
物

　

靴
を
入
れ
る
袋
・
上
履
き

■
内
容　

市
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
よ
る
合
唱
・
合
奏

■
主
催　

下
野
市
小
中
学
校
音

楽
祭
実
行
委
員
会（
構
成
団
体
：

下
野
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
・
下
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

講座の様子

昨年の音楽祭

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　 

甲
塚
古
墳
は
、
発
掘
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
遺
物
か
ら
６
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
野
国
分
寺
は
、
8
世
紀
中
頃（
７
４
１
年
）の
聖
武

天
皇
に
よ
る「
国
分
寺
建
立
の
詔
」に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

講座の様子
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パ
ソ
コ
ン
講
座

（
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０　

基
礎
）

受
講
者
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業

に
よ
り
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座(

入

門
）
を
開
催
し
ま
す
。
エ
ク
セ

ル
２
０
１
０
を
使
用
し
て
、
表

や
グ
ラ
フ
の
作
成
、
関
数
を

使
っ
た
計
算
処
理
、
名
簿
等
の

管
理
な
ど
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

学
習
し
ま
す
。

　

エ
ク
セ
ル
操
作
を
身
に
つ
け

た
い
方
、
こ
の
機
会
に
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
コ
ー
ス
及
び
日
時

○  

火
曜
コ
ー
ス
（
毎
週
火
曜
計

10
回
）

 

10
月
１
日
〜
12
月
３
日

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○  

土
曜
コ
ー
ス
（
毎
週
土
曜
計

10
回
）

 

10
月
５
日
〜
12
月
14
日

 

午
後
１
時
〜
３
時

 

（
10
月
19
日
は
休
講
）

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
修
了
者
、

「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
２
０
１
３
」開
催
の

お
知
ら
せ

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
利
用
登
録
団
体
と
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録

者
が
日
頃
の
活
動
成
果
の
発
表

の
場
と
し
て
、「
生
涯
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
２
０
１
３
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
民
の
熱
い
思
い

を
込
め
て
さ
ら
に
地
域
の
き
ず

な
を
深
め
ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
日
時

　

10
月
20
日
㈰
雨
天
決
行

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

利
用
登
録
団
体
と
生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
者

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

の
展
示
発
表
や
模
擬
店
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※  

詳
細
は
、
10
月
号
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
同
等
程
度
の
操
作
技
術
を

お
持
ち
の
方

■
テ
キ
ス
ト

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
よ
く
わ
か
る

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
０
基
礎
」

M
icrosoft O

ffice

用
で
す
。

他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
対
応
で

き
な
い
操
作
も
あ
り
ま
す
。

■
費
用

　

４
，
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
を
お
持
ち
の
方
は
、
２
，

５
０
０
円
）

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

　

９
月
９
日　

午
前
９
時
〜

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※  

パ
ソ
コ
ン
は
各
コ
ー
ス
と
も
、

各
自
持
ち
込
み
と
な
り
ま
す
。

持
込
の
で
き
な
い
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

 

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

〜
月
に
一
度
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
〜

■
日
時　

9
月
27
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜

９
月
は
お
も
い
っ
き
り
お
し
ゃ

べ
り
企
画
！

「
ね
ぇ
ね
ぇ
ね
ぇ　

聞
い
て
よ

ね
ぇ
ね
ぇ
ね
ぇ　

聞
か
せ
て
よ
」

　

好
奇
心
と
思
い
や
り
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
人
た
ち
と
の
楽
し
い

サ
ロ
ン
場
を
、
み
ん
な
で
作
り

ま
し
ょ
う
♪
参
加
す
る
あ
な
た

も
主
役
の
ひ
と
り
。
聞
い
て
ほ

し
い
こ
と
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た

い
人
、
自
由
に
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

・
下
野
市
を
元
気
に
す
る
会

　

菊
地　

喜
平　

氏

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
職

員■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

２
階
ロ
ビ
ー

※  

参
加
の
際
は
事
前
に
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

バ
ナ
ー
の
新
設
に
つ
い
て

　
「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
ヘ

の
ア
ク
セ
ス
が
さ
ら
に
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
下
野
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
に

次
の
バ
ナ
ー
を
追
加
し
ま
し
た

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」は
、

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員

募
集
中

　

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト
「
Ｙ

ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ
ソ

コ
ン
（
携
帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

 http//shim
otsuke.

genki365.net

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１
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※ 子ども司書が読み聞かせにチャレンジしま
す。ぜひ聞きに来てください！

◇旧保健センター改修工事のお知らせ◇
　8月末より 11 月末までの約 3か月間、国分寺
図書館隣の旧保健センターの改修工事が行われ
ます。期間中は工事車両の出入りがあり危険で
すので、特に小さいお子さんと来館される際に
はご注意願います。お車は南側の駐車場をご利
用ください。
　期間中は騒音等もありご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

◇蔵書点検のお知らせ◇
国分寺図書館9月  9日㈪～  9月14日㈯
南河内図書館9月23日㈪～10月 3日㈯
　蔵書点検中の図書館のブックポストに入れた
本は、館内の全資料の点検が終了するまで返却
処理ができません。点検期間中は、市内の開館
している図書館をご利用ください。
　視聴覚資料はポスト返却ができません。必ず
開館時間内にカウンターに返却してください。
　ご迷惑をおかけして申し訳ございませんが、
ご協力をお願い申しあげます。
※国分寺図書館の蔵書点検は 11 月に予定してい
ましたが、旧保健センターの改修工事に伴い騒
音が特に懸念される時期に合わせ、9月に実施
することになりました。

◇返却忘れていませんか？◇
　夏休み中に借りた自由研究の本や読書感想文
の本、DVD、CD…返し忘れていませんか？
　もう一度確認して、忘れていたらできるだけ
早く返しに来てくださいね。

　南河内図書館　
■読書会
9 月 14 日（第 2土曜日）　午前 10 時～正午
　ショーベンハウアー　著／鈴木芳子　訳
　「読書について」を読んでご参加ください
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
　1階　児童コーナー
9月 14 日（第 2土曜日）①午後 2時～② 3時～
①絵　本 「でんしゃにのったよ」　ほか
②紙芝居 「十五夜さま」　ほか

　石橋図書館　
■読書会　2階研修室
9月 11 日（第 2水曜日）　午前 10 時～正午
　 松本　富生　著「風の通る道」を読んでご参
加ください。

※特別ゲストとして、この本の著者である松本
富生先生が参加します。一般の方の参加も募集
しております。（5名様）
問い合わせ先　石橋図書館 ☎ (52)1136
■おはなし会　1階おはなしコーナー
9月 7日（第 1土曜日）　午後 2時～
　絵　本 「だいくとおにろく」ほか
9月 21 日（第 3土曜日）　午後 2時～
　絵　本 「ねずみのすもう」ほか
■親子ふれあい映画会　2階視聴覚室
9月 14・28 日（第 2・4土曜日）　午後 2時～

　国分寺図書館　
■文学講座受講者募集
日時　 10 月 26 日㈯、11 月 2 日㈯・9 日㈯全 3

回　午後 1時 30 分～ 3時 30 分
講師　 千明 守　氏

　国学院大学栃木短期大学教授
内容　「源氏物語を読む」
場所　国分寺図書館視聴覚室　定員 30 名
申し込み　国分寺図書館にて受付中
■おはなし会　１階おはなしコーナー
9月 7日（第 1土曜日）　午後２時～
絵本 「おばけのばむけ」「いろいろたまご」
大型絵本「よかったねネッドくん」
※おたのしみカードをお持ちください。お持ち
 でない方は、お配りします。
※今月は第２土曜日が蔵書点検中のため、第１
土曜日に開催します。
■しもつけブックベリー　生涯学習センター
9月 13 日（第 2金曜日）午前 10 時 15 分～
※図書館が蔵書点検のため、場所が変更になり
ます。
■読書会　2階視聴覚室
9月 21 日（第 3土曜日）　午前 10 時～正午
　司　修 著「紅水仙」を読んでご参加ください。
■スタッフお楽しみ会　おはなしコーナー
9月 28 日（第 4土曜日）午前 10 時 30 分～

ＱＲコード

利用案内
■9月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
サッカースターの少年時代（南）
風が草木にささやいた（南） ・・・・・・・・・・池部　良
ゴブンノイチ（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・木下半太
駅物語（石）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・朱野帰子
無垢の領域（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・桜木紫乃
喧嘩猿（石）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・木内一裕
季節七十二で候。（国） ・・・・・・・・・・・太田垣晴子
死神の浮力（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・伊坂幸太郎
太極拳養生法（国）・・・・・・・・・・・・・・・・・帯津良一
＜児童書＞
きいのいえで（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・種村有希子
もしも宇宙でくらしたら（南） ・・・・・・・・・・・山本省三
おじさんとカエルくん（南）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クリスチャン･ロビンソン
お月見テンテン（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・蜂飼　耳
おまつりのねがいごと（石）・・・・・・・・・・たしろちさと
最初の質問（石 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・長田　弘
鳴く虫の科学（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・高嶋清明
ならびました（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・五味太郎
だってちゃん（国） ・・・・・・・・・・・・・・・中川ひろたか

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこでも貸出
（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation

Shimotsuke
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図書館インフォメーション



読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
市図書館の司書オススメの図書を紹

介する『読書人』。第 2回目のテーマ

は『芥川賞・直木賞』です。

7月 17 日に平成 25 年度上半期受賞

作品が発表されました。そこで受賞

作を含むノミネートされた全作品を

ご紹介します。

※一部、発注中のものも含みます

ジヴェルニーの
食卓

原田 マハ　著
集英社

巨鯨の海

伊東　潤　著
光文社

望　郷

湊　かなえ　著
文藝春秋

夜の底は
柔らかな幻
（上・下）

恩田　陸　著
文藝春秋

ヨハネスブルグ
の天使たち

宮内 悠介　著
早川書房

爪 と 目
藤野　可織　著　　新潮社
娘、義母、父、喪った実母。家
族と呼ぶには少し足りない集団
に横たわる嫌悪と快感を律動的
な文体で描く純文学的ホラー。
表題ほか全３編収録。（石・国）

ホテルローヤル
桜木　紫乃　著　　集英社
北海道釧路市郊外のラブホテル
を舞台に、客、経営者の家族、
従業員がそれぞれに抱える問題
を７篇から成る連作短編でつづ
る。（南・石・国）

名作「睡蓮」誕生に秘められたモネと家
族や友人の苦悩と歓喜の日々が明かされ
る。ピカソやセザンヌらを描いた４編の
短編からなる珠玉のアートストーリー。
（石・国）

〈芥川賞候補作品〉
・想像ラジオ／いとうせいこう　著
 （文藝　春号）
・すっぽん心中／戌井　昭人　著
 （新潮　１月号）
・すなまわり／鶴川　健吉　著
 （文學界　６月号）
・砂漠ダンス／山下　澄人　著
 （文藝　夏号）

※雑誌「文藝」は市内の図書館では購読
しておりませんが、「想像ラジオ」はすで
に単行本化されており国分寺図書館で所
蔵しています。その他の３作品も８月中
に刊行、購入予定です。

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

集団で鯨に立ち向かう「組織捕鯨」を確
立し繁栄する紀伊半島の漁村を舞台に、
江戸から明治へ、人々の劇的な人生を描
いた渾身作。（南）

愛すること、憎むこと、赦すこと、そし
て―闘うこと。
日本推理作家協会賞短編部門受賞作
「海の星」も収録された連作短篇集。
（南・石・国）

国家権力の及ばない「途鎖国」。特殊能
力を持つ者たちがこの地の山深くに集ま
る「闇月」。創造と破壊、歓喜と惨劇の
幕が切って落とされる。（石・国）

日本製ロボット歌姫を軸に、内戦の続く
近未来の南アフリカを舞台とした表題の
他、世界５都市を巡り人間の業と本質に
迫る連作短篇集。（南）

寺】

直
木
賞
受
賞
作

芥
川
賞
受
賞
作

Shimotsuke
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太政官…
　律令政治において、中央・地方の全役所
を統括する政治の中枢機関。このほか祭祀
を行う神

じんぎかん

祇官があり、「二
に

官
かん

八
はっ

省
しょう

一
いち

台
だい

五
ご

衛
え

府
ふ

」（日本古代律令制の官庁組織）がある。

当時の国の数…
　その数は六十八とされるが、六十六とさ
れることもあった（この場合、対

つし ま

馬・壱
い き

岐
が「嶋」として除外）。

国
、
常ひ

た
ち陸

（
茨
城
県
）・
播は
り
ま磨

（
兵
庫
県
）・

豊
後
（
大
分
県
）・
肥
前
（
長
崎
と
佐
賀
県

の
一
部
）
の
も
の
は
、
脱
落
や
省
略
が
あ

り
ま
す
。

　

で
は
、
何
の
た
め
に
「
風
土
記
」
を
編

さ
ん
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
頃
、
全

国
を
徐
々
に
統
一
し
て
い
た
朝
廷
は
、

律り
つ
り
ょ
う令

制
を
整
備
し
、
国
内
で
同
じ
法
律
に

則
っ
た
政
策
を
進
め
る
た
め
、
各
国
の
内

情
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
唐
（
中
国
）
に
倣な

ら

い
風
土
記
を
編
さ
ん
し
、

地
方
統
治
の
指
針
と
し
た
訳
で
す
。

　

今
回
の
連
載
は
、
こ
の
表
題
に
倣な
ら

っ
て

市
の
名
称
と
な
る
「
下
野
・
下
毛
野
」、
市

の
歴
史
・
伝
承
や
市
に
縁
の
あ
る
歴
史
的

人
物
な
ど
も
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
「
律
令
制
」
の
整
備

に
関
わ
っ
た
の
が
、
当
市
を
含
む
河
内
郡

を
本
貫
地
と
し
た
下し

も
つ
げ（
ぬ
）

毛
野
朝あ

そ
ん臣

古こ
ろ
ま
ろ

麻
呂
で

す
。
古
麻
呂
や
下
毛
野
氏
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
連
載
の
中
で
解
説
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
回
か
ら
紙
面
を
お
借
り
し
て
市
内
の

歴
史
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
連
載
に
あ
た
り
、
タ
イ

ト
ル
と
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
表
題
に
あ

る
よ
う
に
「
風
土
記
」
と
い
う
用
語
を
用

い
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
の
開
館
以
来
、

「
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
」
に

は
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。下
野
市
民
に
と
っ
て「
風
土
記
」

と
い
う
言
葉
は
、
耳
慣
れ
た
単
語
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
、
正
確
な
意
味
を
再

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
風
土
記
」
と
は
、
七
一
三
年
（
和
銅

六
・
元げ
ん
め
い明
天
皇
の
時
代
）、
国
ご
と
に
編

さ
ん
さ
れ
た
地
誌
（
郷
土
の
レ
ポ
ー
ト
）

で
、
地
名
の
起
源
・
由
来
、
産
物
、
土
地

の
肥ひ

よ
く沃

状
況
、
古
老
の
伝
承
な
ど
を
国

こ
く
ち
ょ
う庁

（
国
府
）
で
取
り
ま
と
め
、
平
城
京
（
宮
）

の
太だ

じ
ょ
う
か
ん

政
官
に
報
告
し
た
資
料
で
す
。
当
時

の
六
十
余
国
の
う
ち
、
現
在
は
写
本
と

し
て
五
つ
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
完
本
は

出い
ず
も雲

（
島
根
県
）
国
の
み
で
、
残
り
四
か

下野薬師寺復元回廊

プ
ロ
ロ
ー
グ

用　語　解　説

Shimotsuke
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新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課
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詳しくは34ページ ➡

詳しくは38ページ ➡

詳しくは40ページ ➡

詳しくは42ページ ➡

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくは32ページ ➡

イベント
下野薬師寺跡灯明の会
を開催します

お知らせ
「下野市学校適正配置基
本計画（案）」についてパ
ブリックコメントを実施
します

募　集
第２回下野市産業祭
出展者の募集

募　集
第12回
姿川クリーン作戦の
参加者募集

イベント
平成25年度
下野市敬老会の
ご案内

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

Shimotsuke

イ
ベ
ン
ト

Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
フ
ル
ー
ト
・
ハ
ー
プ
・

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
響
演
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
中
の
ハ
ー
プ
奏
者
・

早
川
り
さ
こ
氏
、
同
じ
く
Ｎ
響
の

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
首
席
奏
者
で
あ
る
水

谷
上
総
氏
、
元
Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
の

細
川
順
三
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

秋
の
午
後
、
静
か
な
グ
リ
ム
の
森

で
、
木
管
と
ハ
ー
プ
の
醸
し
出
す

柔
ら
か
な
響
き
の
ひ
と
と
き
を
ゆ

っ
た
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
13
日
㈰

午
後
2
時
開
演

■
前
売
入
場
券

2
，0
0
0
円
（
全
席
自
由
）

■
前
売
券
取
扱
所

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、
石
橋
、
南
河
内
、

南
河
内
東
）、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
イ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
店
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
e
+

（
イ
ー
プ
ラ
ス
）

○
無
料
公
演
モ
ニ
タ
ー
募
集

上
記
の
公
演
を
鑑
賞
し
、
懇
談

会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

下
野
市
に
在
住
も
し
く
は
在
勤

し
て
い
る
方

■
定
員

5
名
程
度

■
募
集
締
め
切
り

9
月
30
日
必
着

■
そ
の
他

モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
は
、
公
演
に
無
料
招
待
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
グ
リ
ム
の
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（

http://w
w
w
.

grim
m
-no.net/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）1
1
8
0
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長
年
地
域
の
発
展
に
ご
貢
献
い

た
だ
い
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
々
を
ご
招
待
し
、
ご
長
寿
を
祝

福
す
る
下
野
市
敬
老
会
を
開
催
し

ま
す
。

今
年
も
プ
ロ
歌
手
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お

友
達
等
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

9
月
18
日
㈬

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

■
会
場

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

（
南
河
内
公
民
館
東
側
）

■
対
象
者

75
歳
以
上
の
方

■
内
容

⑴
敬
老
会
式
典

•
金
婚
夫
婦
の
祝
福

•
8
0
2
0
運
動
の
表
彰

⑵
演
芸
観
賞

　

冠　

二
郎
歌
謡
シ
ョ
ー

※
各
地
区
に
送
迎
バ
ス
の
運
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
運
行
表
は
、
広
報
8
月

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
5

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

毎
月
第
3
日
曜
日
は
、「
ふ
れ

あ
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の

日■
場
所　

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

■
開
催
日
時

9
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
規
模　

手
持
ち
出
店
の
み

■
受
付
期
間

9
月
2
日
〜
18
日

■
受
付
方
法

メ
ー
ル
か
電
話
で
出
店
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
、

フ
リ
ガ
ナ
、
ご
住
所
、
自
宅
電
話

番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、「
9
月
15
日
フ
リ
マ
参
加

希
望
」
と
明
記
し
て
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費　

5
0
0
円

（
1
団
体
若
し
く
は
個
人
で
2

区
画
ま
で
。
1
区
画
：
約
1
7
0

㎝
×
2
9
0
㎝
）

※
雨
天
中
止
と
な
り
ま
す
。
中
止

の
決
定
は
、
午
前
8
時
30
分
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）1
1
2
6

　

hureai@
city.shim

otsuke.lg.jp

秋
の
味
覚〝
さ
つ
ま
い
も
〞

の
収
穫
体
験　

ご
家
族
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

下
野
市
農
業
公
社
で
は
、
市
民

の
皆
様
に
収
穫
体
験
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
民
農
園
の
一
角
で

さ
つ
ま
い
も
（
ベ
ニ
ア
ズ
マ
）
を

育
て
て
い
ま
す
。

「
さ
つ
ま
い
も
掘
り
」
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
（
小
雨
決
行
）

■
参
加
料

1
，0
0
0
円
（
一
組
・
10
株
）

■
参
加
者
数　

先
着
35
組

■
申
し
込
み
期
間

9
月
17
日
〜
30
日

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
申
し
込
み
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
農
業
公
社

☎（
48
）2
1
1
7

と
ち
ぎ
木
材
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

も
く
も
く
ま
つ
り

2
0
1
3

「
木
」と
遊
び
触
れ
合
い
、「
木
」

の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
な
が
ら

楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

9
月
28
日
㈯

午
前
9
時
30
分
〜午

後
3
時
30
分

■
場
所

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
「
に
ぎ
わ

い
広
場
」（
宇
都
宮
市
新
里
町
丙

2
5
4
）

■
主
な
催
し
物

チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
シ
ョ

ー
、
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
木
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
木
の
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
、
木
の
サ
ッ
カ
ー
、
親

子
丸
太
切
り
・
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
、

森
沢
山
丸
太
切
り
、
木
製
品
の
販

売
、
木
片
・
苗
木
の
無
料
配
布
、

と
ち
キ
ャ
ラ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト
、
バ

ン
ド
演
奏
な
ど

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
木
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

☎
0
2
8（
6
5
2
）3
6
8
7

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

歌
や
お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

平
成
25
年
度
下
野
市
敬
老
会
の
ご
案
内

「冠
かんむり

　二
じ

郎
ろう
さん」

　「炎」の大ヒットにより「ネオ
演歌」「J-Enka」「アクション演
歌」の旗手と目された演歌歌手！
　平成 3 年、4 年、7 年 NHK 紅
白歌合戦出場
　「酒場」「炎」「まごころ」など
ヒット曲多数！

1
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
&
フ
レ
ン
ズ

〜
心
肺
蘇
生
講
習
会
〜

医
療
従
事
者
で
な
い
方
々
向
け

の
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
の
心
肺
蘇

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
自
信
を
持

っ
て
心
肺
蘇
生
が
で
き
る
よ
う
に
、

公
式
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導

し
ま
す
。

○
日
時
：
10
月
12
日
㈯

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

10
月
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

○
場
所
：
記
念
棟
6
階
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

○
参
加
費
：
無
料

○
応
募
フ
ォ
ー
ム
：
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
応
募
で
き
ま
す
。

薬
師
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
応
募
で
き
ま
す
。

■
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演

日
頃
か
ら
保
護
者
向
け
に
講
演

を
さ
れ
て
い
る
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー

の
専
門
家
を
お
招
き
し
、
日
常
生

活
の
注
意
点
や
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
ご
講
演
さ
れ
ま
す
。
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
を
は
じ
め
、
保
育

園
や
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生
ば
か

り
で
な
く
、
皆
さ
ん
必
見
で
す
！

○
日
時
：
10
月
13
日
㈰

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

○
場
所
：

　

看
護
学
部
校
舎　

大
教
室
Ⅲ

○
参
加
費
：
無
料

※
こ
ち
ら
の
事
前
募
集
は
あ
り
ま

せ
ん
。

他
に
も
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク

に
な
ろ
う
（
医
療
手
技
体
験
）」

や
看
護
体
験
、
献
血
な
ど
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

医
療
展
部
門
長

医
学
部
4
年　

塩
澤　

徹
也

　

iryou.kusushi42@
gm
ail.com

○
薬
師
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://kusushi.jichi.ac.jp/

　
　

index.htm
l

グ
リ
ム
の
森
・
館
で
秋
の
一
日

を
森
の
音
楽
会
、
ビ
ー
ル
ま
つ
り
、

ア
イ
ド
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
道
芸
、

ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
で
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
「
第
2
回
グ
リ
ム
の
森
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
9
月
28
日
㈯
、

29
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
お
友
達
お
誘
い
あ
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
グ
リ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
の
り

巻
大
会
で
は
5
歳
〜
中
学
生
ま
で

の
30
名
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

9
月
1
日
か
ら
受
付
開
始
。

※
先
着
順

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

☎（
52
）1
1
8
0

　

info@
grim

m
-no.net

■9月28日㈯
●ホール
 9：45～ 9：55 オープニングセレモニー
10：00～10：25 オープニング演奏
10：30～19：00 森の音楽会（合唱、楽器演奏、ダンスなど）
●喫茶室
11：00～20：00 ドイツビールまつり
●広場
午前1回 大道芸（2組）
午後1回
11：00～13：00 餅つき体験（杵・臼で餅つき）
10：00～15：00 日独交流コーナー（文化紹介や小物販売など）
●森
10：00～15：00 ミニ新幹線
午前2回

グリム童話キャラクター探し
午後2回
模擬店も出ます

■9月29日㈰
●ホール
10：00～11：00 民話・グリム童話のおはなし会
14：00～15：00 とちぎのアイドルユニット「ティップ」コンサート
17：00～17：30 ベントナー「永井」のコント＆ものまねショー
17：50～19：00 館deジャズ、オカリナ演奏
19：00～19：30 フィナーレ演奏
●喫茶室
11：00～20：00 ドイツビールまつり
●広場
10：00～15：00 日独交流コーナー（文化紹介や小物販売など）
11：35～ グリムジャンボのり巻大会
11：00､13：20 パフォーマンスショー
●森
10：00～15：00 ミニ新幹線
午前2回

グリム童話キャラクター探し
午後2回
模擬店も出ます

自
治
医
科
大
学

第
42
回
薬く

す

師し

祭さ
い

の
お
知
ら
せ

「
第
2
回
グ
リ
ム
の
森

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す

https://www.secure-cloud.jp/
sf//1373200895VuVWhYXx

QRコード
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下
野
薬
師
寺
跡
灯
明

の
会
を
開
催
し
ま
す

2史
跡
整
備
に
伴
う
下
野
薬
師
寺

跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
回
廊

跡
か
ら
多
く
の
灯と

う

明み
ょ
う

皿ざ
ら

が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
灯
明
皿
か

ら
、
下
野
薬
師
寺
で
は
、
仏
に
一

万
の
坏つ

き

に
油
を
盛
り
燈あ

か
りを

供
養
す

る
法ほ

う

会え

で
あ
る
「
万ま

ん
ど
う燈

会え

」
が
行

わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

灯
明
の
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

に
ち
な
ん
で
中
秋
の
名
月
も
近
い

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る

も
の
で
す
。

今
回
使
用
す
る
材
料
は
、奈
良
・

平
安
時
代
の
油
の
原
料
と
し
て
書

物
に
も
記
述
の
あ
る
エ
ゴ
マ
の
油

を
燃
料
に
灯
明
を
灯
し
ま
す
。
使

用
す
る
材
料
は
、
油
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
灯
明
皿
、
灯
心
に
い
た

る
ま
で
、
す
べ
て
下
野
薬
師
寺
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
手
作
り
で
行

わ
れ
ま
す
。
ほ
の
暗
く
幻
想
的
な

灯
明
の
光
の
中
に
、
在
り
し
日
の

下
野
薬
師
寺
の
姿
を
想
像
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
開
催
日　

9
月
21
日
㈯

■
開
催
場
所

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

及
び
復
元
回
廊

■
内
容

午
後
5
時
45
分　

開
会

午
後
6
時
 
点
火

午
後
6
時
20
分

 

回
廊
、
六
角
堂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

午
後
6
時
30
分
〜

　

下
野
の
む
か
し
ば
な
し
・

　

コ
ー
ラ
ス

午
後
7
時
10
分　

消
灯 

※ 

雨
天
の
場
合
は
翌
22
日
に
順
延

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1

下
野
・
壬
生「
は
に
わ
作
り

教
室
」開
催
の
お
知
ら
せ

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
、
わ
が
ま
ち
協
働
推
進
事
業
に

伴
う
広
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
古
墳
文
化
を
代
表
す
る
「
は

に
わ
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、下
野
市
と
壬
生
町
合
同
で「
は

に
わ
作
り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

自
分
だ
け
の
は
に
わ
作
り
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

10
月
6
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

■
会
場

壬
生
町
中
央
公
民
館
・
2
階
実

技
実
習
室

■
対
象

一
般
（
小
・
中
学
生
も
可
）

■
参
加
料

1
人
3
0
0
円
（
粘
土
代
）

■
講
師

み
ぶ
埴
輪
会

■
定
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。）

■
申
し
込
み
方
法

9
月
11
日
か
ら

壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

☎
0
2
8
2（
82
）8
5
4
4

■
そ
の
他

皆
さ
ん
が
作
成
し
た「
は
に
わ
」

は
後
日
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

（
壬
生
町
）に
お
い
て
、
焼
き
あ
げ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

文
化
課
☎（
52
）1
1
2
0

海
浜
防
災
キ
ャ
ン
プ

■
開
催
期
日

10
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈪

（
2
泊
3
日
）

■
内
容

防
災
教
育
講
話
、
救
命
救
急
法

講
習
、
野
外
調
理
、
テ
ン
ト
設
営
、

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
づ
く
り
な
ど

■
募
集
人
員

栃
木
県
民
一
般
10
家
族
（
参
加

者
は
全
て
小
学
4
年
生
以
上
）

■
基
本
参
加
費

•
大
人 

6
，0
0
0
円

•
高
校
生 

5
，4
0
0
円

•
中
学
生 

5
，0
0
0
円

•
小
学
生 

4
，8
0
0
円

■
申
込
方
法

9
月
17
日
ま
で
に
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※ 

必
要
事
項
：
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
代
表
者
及
び
参
加

希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
学
年
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
1
1

1
4
1
2

　
茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
3
3
6

2

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

☎
0
2
9
1（
37
）4
0
0
4

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

埴輪完成写真



Shimotsuke

広報しもつけ　2013.9
35

第
9
回
い
し
ば
し
ま
ち
な
か

賑
わ
い
ま
つ
り
開
催

■
日
時

9
月
8
日
㈰

午
前
9
時
45
分
〜
午
後
3
時

■
会
場

大
松
山
運
動
公
園
ピ
ク
ニ
ッ
ク

広
場

■
出
演
者

愛
泉
童
子
太
鼓
、
野
ば
ら
幼
稚

園
、ヒ
ー
ロ
ー
大
集
合
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）、

よ
さ
こ
い
、心

こ
こ
ろ

音ね

、shiny

☆stone

、

Satoko+ST
K
37

■
司
会　

ベ
ン
ト
ナ
ー
永
井

■
そ
の
他

ビ
ン
ゴ
大
会
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
か
き
氷
・
焼
き
そ
ば
な
ど
飲

食
コ
ー
ナ
ー
多
数

※ 

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
5
組

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊

富
な
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
主
催

ま
ち
な
か
賑
わ
い
ま
つ
り

実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
商
工
会
☎（
53
）0
4
6
3

お
知
ら
せ

ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

下
野
そ
ば
打
ち
ク
ラ
ブ
（
代
表

伊
藤　

重
信
様
）
か
ら
、

金
1 

1
，6
8
3
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
齢
者
無
料
奉
仕
治
療

の
お
知
ら
せ

小
山
鍼

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

会
で
は
、
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

次
の
と
お
り
無
料
奉
仕
治
療
を
行

い
ま
す
。

■
日
時

10
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

■
定
員　

50
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
5

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
発
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

毎
年
10
月
1
日
に
更
新
と
な
り
ま

す
。
9
月
下
旬
に
、
新
し
い
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
世
帯
主

の
方
に
送
付
し
ま
す
。
70
歳
以
上

74
歳
以
下
の
方
の
高
齢
受
給
者
証

は
7
月
末
に
新
し
い
受
給
者
証
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

10
月
1
日
を
過
ぎ
ま
し
た
ら
、

今
ま
で
の
保
険
証
は
市
民
課
窓
口

へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身

で
責
任
を
も
っ
て
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

○
臓
器
提
供
意
思
表
示
に
つ
い
て

平
成
22
年
10
月
よ
り
臓
器
移
植

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
被
保
険
者
証
の
様
式
裏
面
へ

臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄

を
設
け
て
い
ま
す
。

臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
の
記

入
は
任
意
で
す
が
、
記
入
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、「
意
思
表
示
欄

保
護
シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

保
護
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
後
に
、

内
容
を
訂
正
す
る
場
合
は
、
シ
ー

ル
を
は
が
し
て
、
二
重
線
を
引
く

な
ど
で
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。
新

し
い
保
護
シ
ー
ル
は
各
庁
舎
市
民

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

窓
口
交
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

毎
年
10
月
1
日
に
更
新
と
な
り
ま

す
。
9
月
下
旬
に
郵
送
で
の
発
送

準
備
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
仕
事

や
旅
行
等
で
長
期
不
在
に
な
る
場

合
な
ど
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
市
民
課
国
分
寺
窓
口
に

て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

郵
送
で
は
な
く
、
市
民
課
窓
口

で
直
接
、
受
け
取
り
に
な
り
た
い

場
合
に
は
、
9
月
13
日
㈮
ま
で
に

市
民
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
受
け
取
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
9
月
24
日
㈫
か
ら
市
民

課
国
分
寺
窓
口
（
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
。
土
・
日
・
祝

日
除
く
）
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
保
険
証
受
け
取
り
の
際

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
免

許
証
等
）、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
6

普
通
救
命（
定
期
）講
習
会

■
日
時

9
月
21
日
㈯

午
前
9
時
〜
正
午

■
場
所

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
3
階
大
会
議
室

■
内
容

①
心
配
蘇
生
法

②
応
急
手
当
に
つ
い
て

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等

■
定
員　

30
名
（
参
加
無
料
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
救
助
係

☎（
53
）6
1
6
7

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

募　
　

集

広
報
８
月
号
の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
８
月
号
29
ペ
ー
ジ
「
イ
ブ

ニ
ン
グ
ラ
イ
ズ
い
し
ば
し
開
催
」

の
記
事
に
お
い
て
、
献
血
活
動
の

協
力
団
体
「
下
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し

く
は「
石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
商
工
会
☎（
53
）０
４
６
３
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下
野
市
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
！

市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着

情
報
や
、
災
害
発
生
時
の
避
難
場

所
な
ど
の
情
報
配
信
を
行
う
た
め
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
下
野
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

　

@
city_shim

otsuke

■
配
信
内
容

① 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
状
況

の
お
知
ら
せ

② 

災
害
発
生
時
に
は
、
災
害
関
連

情
報
（
避
難
所
情
報
な
ど
）

■
配
信
時
間

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※ 

災
害
発
生
時
及
び
イ
ベ
ン
ト
時

な
ど
に
は
右
記
の
限
り
で
は
な

く
随
時
配
信
し
ま
す
。

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

■
受
信
方
法

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
以
下
の
U
R
L

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）に
ア

ク
セ
ス
し
、「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
ク

リ
ッ
ク
ま
た
は
選
択
し
ま
す
。

　

https://tw
itter.com

/
city_shim

otsuke

携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
場
合
は
、
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

市
政
懇
談
会「
市
長
の
い

き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す

市
民
の
皆
様
が
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
の
率
直
な

意
見
・
要
望
・
提
言
を
伺
い
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。市

内
3
か
所
の
会
場
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
日
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

•
10
月
17
日
㈭

午
後
7
時
〜

会
場
：
南
河
内
公
民
館

•
10
月
18
日
㈮

午
後
7
時
〜

会
場
：
き
ら
ら
館

•
10
月
19
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜

会
場
：
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

友
愛
館

■
懇
談
会
の
内
容

•
市
政
の
近
況
報
告

•
意
見
交
換

ご
意
見
等
は
会
場
に
て
直
接
承

り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
に
お
答
え
で

き
る
よ
う
、
事
前
に
ご
意
見
等
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加
予
定
日
を
明
記

の
う
え
、意
見
等
の
内
容
を
明
瞭
・

簡
潔
に
ご
記
入
（
様
式
自
由
）
い

た
だ
き
、
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
直
接
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
総
合
政
策
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
9
月
27
日
【
必
着
】

事
前
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
当

日
会
場
で
回
答
も
し
く
は
後
日
文

書
で
回
答
す
る
こ
と
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

下
野
市
総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0　

（
40
）5
5
7
2

　

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

10
月
1
日
、
全
国
で
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国

や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
住
生

活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策

な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
知

事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作

成
す
る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も

の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

QRコード
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

労
働
教
育
講
座
の
開
催

■
テ
ー
マ

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た

い
『
安
全
配
慮
義
務
』」

第
一
部　

 

企
業
の
「
安
全
配
慮
義

務
」
の
基
礎

第
二
部　

 

知
っ
て
お
き
た
い
「
安

全
配
慮
義
務
」
の
実
例

■
講
師

弁
護
士　

高
仲　

幸
雄　

氏

■
日
時

10
月
18
日
㈮

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

4
階
大
会
議
室

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

1
0
0
名

（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

■
申
し
込
み
方
法

10
月
4
日
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
小
山
労
政
事
務
所

〒
3
2
3

0
8
1
1

小
山
市
犬
塚
3

1

1

☎（
22
）4
0
3
2

家
族
介
護
者
交
流
会
の

お
知
ら
せ

介
護
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か

り
合
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
と
き
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
、
大

切
な
家
族
の
介
護
を
続
け
る
元
気

を
養
い
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
９
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

茨
城
県
那
珂
湊

■
対
象
者

現
在
介
護
し
て
い
る
方
ま
た
は

過
去
１
年
間
に
介
護
し
て
い
た
方

■
定
員　

30
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

い
し
ば
し　

☎（
51
）0
6
3
3

こ
く
ぶ
ん
じ
☎（
43
）1
2
2
9

　
み
な
み
か
わ
ち 

☎（
44
）3
0
0
2

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
！ 

ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ
し
も
つ
け

〜
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
〜

入場無料
■日時　10月６日㈰ 12時30分　開場 13時00分　開会
■場所　国分寺公民館　大ホール（下野市小金井1127番地）
■講師　杉尾 秀哉（すぎお　ひでや）氏
　　　　（ＴＢＳテレビ報道局 解説・専門記者室長）
■テーマ　「報道と人権　～情報化社会を生きる～」
■主催　下野市、下野市教育委員会、栃木・真岡人権啓発活動
　　　　地域ネットワーク協議会
※オープニングイベントとして、愛泉童子太鼓のみなさんによ
り、和太鼓を演奏いただく予定です。

■杉尾秀哉氏プロフィール■
1957年 兵庫県生まれ。
1981年  東京大学文学部社会学科
 卒業後、 TBS入社。以後、
 TBS報道局社会部、編集部、
 政治部に配属となり活躍
1993年 「ニュースの森」キャスター
1998年 ＪＮＮワシントン支局・
 支局長
2001年 「ニュースの森」キャスター
2004年 報道局社会部長
2006年～現在
 「みのもんたの朝ズバッ！」等
 多数出演。

■問い合わせ先　生活安全課☎40－5555

介護者仲間とほっと一息
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くらしの情報

「
下
野
市
学
校
適
正
配

置
基
本
計
画（
案
）」に

つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

3
■
下
野
市
学
校
適
正
配
置
基
本
計

画
と
は

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
平
成
23
年
10
月
に
下

野
市
学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
答
申
を
踏
ま
え
、

平
成
24
年
6
月
に
設
置
さ
れ
た
下

野
市
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
策

定
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
の
実

情
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら

審
議
・
作
成
さ
れ
た
計
画
で
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
向
こ
う
10
年

間
を
展
望
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

下
野
市
学
校
適
正
配
置
基
本
計

画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧

①
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
教
育
総
務
課
（
石
橋
庁
舎
）

③ 

石
橋
庁
舎
相
談
室
（
1
階
ロ

ビ
ー
）

④
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

⑤
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
2
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
の
募
集
期
間

10
月
1
日
〜
31
日

午
後
5
時
15
分
ま
で
に
教
育
総

務
課
へ

■
意
見
の
提
出
方
法

「
意
見
等
記
入
用
紙
」に
氏
名
・

住
所
等
を
明
記
の
う
え
、
郵
送
・

電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
直
接
持

参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
教
育
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電

話
不
可
）

■
意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
9
4　

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

下
野
市
教
育
総
務
課

☎（
52
）1
1
1
7

（
52
）2
6
2
4

　

kyouikusoum
u@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
水
道
を
使
用
す
る

皆
様
へ
の
お
願
い

下
水
道
を
使
用
さ
れ
る
皆
様
へ

次
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
油
を
流
さ
な
い 

 　

下
水
道
に
油
を
流
す
と
下
水
道

管
が
油
で
固
着
し
て
し
ま
い
、
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
溢
れ
た
り
、

ひ
ど
い
場
合
は
一
般
住
宅
の
敷
地

に
汚
水
が
溢
れ
る
事
故
も
発
生
し

て
し
ま
い
ま
す
。

 　

残
っ
た
油
は
使
い
切
る
か
、
新

聞
紙
等
で
吸
い
取
り
燃
え
る
ゴ
ミ

で
出
し
ま
し
ょ
う
。
飲
食
店
に
つ

い
て
は
、
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
を
設

置
し
て
適
正
な
管
理
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

②
溶
け
な
い
も
の
を
流
さ
な
い 
 　

水
に
溶
け
な
い
紙
や
紙
お
む
つ

等
を
流
す
と
区
域
に
よ
っ
て
は
、

ポ
ン
プ
で
汚
水
を
中
継
し
て
い
る

箇
所
が
あ
り
、
ポ
ン
プ
が
停
止
し

て
し
ま
い
、
汚
水
が
溢
れ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

③
訪
問
営
業
に
注
意
！ 

飛
込
み
営
業
の
業
者
が
、
個
人

宅
の
「
ま
す
」
を
点
検
清
掃
を
し
、

料
金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
事

例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
か
ら
頼
ま
れ
て
き
た
等

の
説
明
を
し
て
営
業
を
す
る
業
者

も
い
る
よ
う
で
す
が
、
市
で
は
個

人
宅
内
の
排
水
設
備
に
つ
い
て
業

者
に
は
委
託
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
☎（
48
）2
1
2
3

平
成
26
年
度
就
学
予
定
児

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
就
学
予
定
児
（
平

成
19
年
4
月
2
日
〜
平
成
20
年
4

月
1
日
生
）
を
対
象
に
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
。
9
月
中
旬
に
郵

送
す
る
通
知
（
ハ
ガ
キ
・
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
調
査
票
）
を
持
っ
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
日

○
石
橋
小
学
校
：
10
月
1
日
㈫

○ 

緑
小
学
校
・
国
分
寺
小
学
校
・

石
橋
北
小
学
校
：
10
月
3
日
㈭

○
祇
園
小
学
校
：
10
月
9
日
㈬

○
古
山
小
学
校
：
10
月
17
日
㈭

○
国
分
寺
西
小
学
校
：
10
月
18
日
㈮

○
吉
田
東
小
学
校
：
10
月
21
日
㈪

○
国
分
寺
東
小
学
校
：
10
月
24
日
㈭

吉
田
西
小
学
校
：
10
月
28
日
㈪

 

細
谷
小
学
校
・
薬
師
寺
小
学
校
：

10
月
29
日
㈫

■
時
間

午
後
1
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
1
時
〜
1
時
20
分
）

■
注
意

自
動
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
☎（
52
）1
1
1
8

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

広告

大人の音楽レッスンも開催中！バイオリン・フルート・
サックス・ギター・ドラム・マリンバ・ピアノなど

スマホもOK

©YAMAHA M
USIC FOUND

ATION
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くらしの情報

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催

地
域
の
皆
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
様
子
や
校
内
の
施
設
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
特
別
支
援

教
育
や
知
的
に
障
が
い
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

（
学
校
開
放
）
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
22
日
㈫

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
20
分

（
小
学
部
・
中
学
部
の
授
業
は

午
後
2
時
25
分
ま
で
）

■
場
所

　
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

■
受
付
場
所

小
学
部
：
小
学
部
昇
降
口

中
・
高
等
部
：
中
高
等
部
昇
降
口

■
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

☎（
44
）5
1
2
1

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
と
手
話
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

【
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

災
害
時
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

必
要
性
を
理
解
し
、
地
域
で
の
支

え
合
い
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

9
月
20
日
㈮

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

30
名
程
度

■
申
込
期
限　

9
月
17
日
ま
で

【
手
話
講
習
会
】

手
話
を
通
じ
て
聴
覚
障
が
い
者

を
理
解
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で

も
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

■
日
時

10
月
1
日
〜
12
月
3
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
10
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

15
名

■
申
込
期
間

9
月
2
日
〜
20
日

い
ず
れ
も
受
講
料
は
無
料
で
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
窓
口
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）1
2
3
6

（
44
）5
8
0
7

高
次
脳
機
能
障
が
い
に
関
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

現
代
の
先
進
医
療
の
発
達
に
よ

り
、
脳
の
病
気
や
事
故
に
よ
る
脳

損
傷
の
患
者
の
多
く
の
命
が
救
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、
患
者
の
脳

に
様
々
な
障
が
い
が
残
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の「
高

次
脳
機
能
障
が
い
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
や
対
応
へ
の
理
解

な
ど
は
、
一
般
的
に
は
ま
だ
十
分

に
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
障
が
い
の
当

事
者
や
家
族
、
そ
の
支
援
に
携
わ

る
方
々
の
苦
悩
や
ご
負
担
を
軽
減

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
家
族
会
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
場
所

石
橋
公
民
館
第
一
会
議
室

■
内
容

講
演
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
の

特
徴
と
そ
の
対
応
を
学
ぶ
」

■
講
師

塩
原
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
課

　

緒
方　

啓
一　

氏

■
定
員　

50
名

※ 

参
加
は
無
料
で
す
が
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
10
月
10
日
㈭
ま

で
に
お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
と
ち
ぎ
高
次
脳
機
能
障
害
友
の
会

下
野
市
後
援
会
事
務
局　

中
野

☎
・
（
38
）6
4
8
5

栃
木
矯
正
展
の
お
知
ら
せ

矯
正
展
と
は
、
法
務
行
政
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
刑
務
所
等
で
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
刑
務
作
業
製
品
の
展
示

即
売
、
所
内
見
学
、
性
格
診
断
等

を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所　

栃
木
刑
務
所
内

■
展
示
即
売
品
例

バ
ッ
グ
や
エ
プ
ロ
ン
等
の
洋
裁

製
品
、
木
工
・
皮
革
・
金
属
製
品
、

石
け
ん
、
乾
麺
な
ど
の
各
地
の
刑

務
所
製
品

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
刑
務
所

　

☎
０
２
８
２（
27
）９
６
１
１

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」2
周
年
記
念
盛
大

に
開
催
！

6
月
7
日
、
南
河
内
公
民
館
で

1
0
2
名
の
参
加
者
に
よ
り
行
わ

れ
、
終
了
後
、
三
好
先
生
よ
り
お

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、

笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■「
歌
声
」
今
後
の
予
定

グ
リ
ム
の
館

 
 

9
月
19
日
㈭
・
12
月
19
日
㈭

南
河
内
公
民
館

　

9
月
6
日
㈮

　
（
毎
月
第
1
金
曜
日
）

■
2
会
場
共
通

時
間
：
午
後
2
時
〜
4
時

参
加
費
：
5
0
0
円

（
歌
集
貸
出
・
申
し
込
み
不
要
）

講
師
：
三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
藤　

☎（
48
）1
6
6
3

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集
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栃
木
い
の
ち
の
電
話

「
公
開
講
座
」の
ご
案
内

「
栃
木
い
の
ち
の
電
話
」
は
、

悩
み
を
も
つ
人
々
の
よ
き
隣
人
と

し
て
電
話
相
談
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

そ
う
し
た
活
動
の
か
た
わ
ら
、

毎
年
こ
こ
ろ
の
問
題
に
関
す
る

「
公
開
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
14
日
（
月
・
祝
日
）

午
後
2
時
〜
4
時

（
受
付
開
始
：
午
後
1
時
30
分
）

■
会
場

栃
木
県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ

1
階
大
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
命
に
寄
り
添
っ
て
」

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

1
5
0
名
（
先
着
順
）

■
主
催

社
会
福
祉
法
人
栃
木
い
の
ち
の

電
話

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
0
2
8（
6
2
2
）7
9
7
0

0
2
8（
9
0
2
）1
0
3
0

※ 

申
し
込
み
の
際
は
、
お
名
前
・

電
話
番
号
・
希
望
人
数
・
何
で

お
知
り
に
な
っ
た
か
、
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

見
逃
さ
な
い
で
！

子
ど
も
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

親
力
ア
ッ
プ
講
座

子
ど
も
の
目
が
い
き
い
き
と
し

は
じ
め
る
、
そ
ん
な
子
育
て
の

は
、
お
母
さ
ん
の
小
さ
な
「
気
づ

き
」
と
、
適
切
な
言
葉
が
け
に
あ

り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時

9
月
26
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

道
の
駅
し
も
つ
け　

研
修
室

■
講
師

　
㈳
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

　

首
都
圏
講
師
今
井
美
代
子 
氏

■
受
講
定
員

30
名
（
申
し
込
み
順
・
要
予
約
）

■
保
育
定
員

5
名
（
申
し
込
み
順
・
要
予
約
）

■
主
催

　
㈳
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

下
野
地
区
実
行
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

平
山
☎
0
8
0（
4
4
0
6
）2
1
7
6

水
谷
☎
0
9
0（
4
0
5
4
）4
6
3
7

受
付
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
で
お
願
い
し
ま
す
。

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・

療
養
相
談
会

「
リ
ウ
マ
チ
を
も
っ
と
よ
く
知

り
た
い
」「
生
活
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
相
談
を
し
た
い
」「
同
じ
病

気
の
方
々
と
交
流
を
も
ち
た
い
」

患
者
さ
ん
・
家
族
の
方
、
一
緒
に

勉
強
・
交
流
の
機
会
を
も
ち
ま
せ

ん
か
？

ど
な
た
で
も
無
料
、
予
約
な
し

で
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時

10
月
6
日
㈰

午
後
1
時
〜
4
時

■
場
所

道
の
駅
し
も
つ
け
研
修
室

■
内
容

①
医
療
講
演
会

　
「
最
近
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
」

　

講
師
：
栃
木
リ
ウ
マ
チ
科
ク
リ

　

ニ
ッ
ク
院
長　

篠
原　

聡
医
師

②
療
養
相
談
会

　

相
談
員
：
医
師
・
難
病
相
談
支

　

援
員
・
保
健
師

③
患
者
交
流
会

■
問
い
合
わ
せ
先

リ
ウ
マ
チ
友
の
会

渡
辺
☎
0
2
8（
6
2
5
）3
8
1
7

募　

集
第
12
回

姿
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

の
参
加
者
募
集

4河
川
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

河
川
へ
の
親
し
み
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
各
種
団
体
の
協
力
を
得

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
昨
年
の
参
加
者
に

加
え
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
16
日
㈯

　

午
前
8
時
開
始

※
1
時
間
程
度

■
場
所

下
野
市
内
の
姿
川
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
全
線
を
11
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
作
業

※ 

作
業
場
所
は
、
希
望
ブ
ロ
ッ
ク

で
実
施
（
原
則
）。

■
参
加
対
象

　

市
内
在
住
者
及
び
在
勤
、
在
学
者

■
申
込
期
間

9
月
9
日
〜
10
月
11
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
☎（
48
）2
1
1
3

　

kensetsu@city.shimotsuke.lg.jp
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姿
橋

紫
橋

御
使
者
橋

宮
前
橋

箕
輪
橋

雷
橋

上
河
原
橋

姿
橋

東
田
橋

長
田
橋

関
沢
橋

弥
五
郎
次
橋

姿
川
下
流

姿
川
上
流

①

弥
五
郎
次
橋
集
合

②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪

農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
集
合

東
田
橋
（
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
駐

車
場
）
集
合

姿
橋
集
合

上
河
原
橋
集
合

雷
橋
集
合

箕
輪
橋
集
合

宮
前
橋
集
合

御
使
者
橋

（
本
部
）
集
合

紫
橋
集
合

東
田
橋
（
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
駐

車
場
）
集
合

姿川クリーン作戦　作業範囲エリア及び集合場所
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史
跡
下
野
薬
師
寺
跡

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
開
催
及
び
受
講
者
募
集

史
跡
下
野
薬
師
寺
跡
ふ
る
さ
と

歴
史
の
広
場
、
下
野
薬
師
寺
歴
史

館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に
あ
た
っ

て
は
、
下
記
の
養
成
講
座
の
受
講

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
全
6
回
の

う
ち
4
回
以
上
の
出
席
者
に
は
、

修
了
証
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
認
定
書

を
交
付
し
、
次
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
す（
講
座
の
み
の
受
講
も
可
）。

今
ま
で
の
受
講
者
は
、
下
野
薬

師
寺
歴
史
館
の
展
示
解
説
・
勉
強

会
、
植
木
の
剪
定
作
業
、
梅
の
実

の
収
穫
作
業
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※ 

現
在
、
下
野
薬
師
寺
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
が
発
足
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
す
る
場
合
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
な
ど
で
年

会
費
1
，0
0
0
円
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

9
月
3
日
〜
29
日

■
開
催
場
所

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
講
座
時
間

1
時
間
30
分

■
募
集
対
象
者　

一
般

■
申
し
込
み
方
法

電
話
・
窓
口

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1
（
土
日
も
受

付
可
。
月
曜
・
第
3
火
曜
日
・
祭

日
の
翌
日
休
館
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

■
募
集
期
間

9
月
9
日
〜
30
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※ 

な
お
、
期
間
中
に
入
居
者
が
決

定
し
な
い
場
合
は
、
随
時
、
募

集
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分〜

午
後
5
時
15
分

■
募
集
住
宅

下
野
市
小
金
井
2
丁
目
1

1

　

Ｂ
棟

1（
3
Ｄ
Ｋ　

1
戸
）

■
入
居
資
格

• 

原
則
と
し
て
、
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
。（
た
だ
し
、
老
人
・
障
が

い
者
の
方
等
は
単
身
入
居
可
）

• 

月
額
所
得
が
基
準
額
以
内
で
あ

る
こ
と
。（
一
般
世
帯
：
15
万

　

8
千
円
・
障
が
い
者
等
の
世
帯
：

　

21
万
4
千
円
）

• 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と
。

• 

原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
ま
た
は
、
勤
務
場
所

を
3
年
以
上
有
す
る
方
。

• 
市
税
及
び
市
の
収
納
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
。

• 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
独
立

の
生
計
を
営
み
、
申
込
者
と
同

等
以
上
の
収
入
を
有
す
る
連
帯

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方
。

• 

申
込
者
ま
た
は
同
居
し
、
も
し

く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
書
類

•
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

•
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

• 

収
入
の
あ
る
方
の
全
員
の
税
金

の
完
納
を
証
明
す
る
書
類
（
完

納
証
明
書
等
）　　
　
　
　

• 

収
入
の
あ
る
方
の
全
員
の
源
泉

徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書

•
そ
の
他
必
要
と
な
る
書
類

■
選
考
方
法

住
宅
困
窮
度
の
高
い
方
か
ら
優

先
し
ま
す
。
た
だ
し
、
困
窮
順
位

が
定
め
難
い
場
合
は
公
開
抽
選
と

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

都
市
計
画
課
窓
口
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
メ
ー
ル
等

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

※ 

書
類
の
不
足
や
不
備
が
あ
る
場

合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）2
1
1
4

■講座一覧
開催日時 講座内容 講師

第 1回 10月17日㈭
午前10時 ボランティアについて 生涯学習課

第 2回 11月21日㈭
午前10時

下野市内の文化財に
ついて 文化課

第 3回 12月19日㈭
午前10時 下野薬師寺について① 文化課

第 4回 １月16日㈭
午前 10 時 下野薬師寺について② 文化課

第 5回 ２月13日㈭
午前10時 下野薬師寺について③ 文化課

第 6回 ３月予定
午前８時30分 先進地視察研修 文化課
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ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
次
の
と
お

り
水
泳
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
月
会
費

各
教
室
と
も
週
1
回
コ
ー
ス
で

月
当
り
4
回
開
催
（
月
会
費
に
は
、

プ
ー
ル
入
場
料
を
含
む
）。　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）1
1
2
6

これから入学する方も、在学している方も
ご活用ください！

奨学生募集中
平成26年度 無利子

■募集期間：９月２日（月）～３０日（月）
■貸 付 額：高等学校奨学生　月額15,000円
　　　　　　　　大学奨学生　月額30,000円
※申請資格等詳細は、市ホームページ、広報７・
　８月号または各公共施設にある募集要項をご覧
　ください。

■問い合わせ先　教育総務課☎ 52－1117

4

第
2
回
下
野
市

産
業
祭
出
展
者
の
募
集

下
野
市
で
は
、
市
内
外
か
ら
集

ま
る
消
費
者
の
方
々
に
対
し
て
、

地
域
生
産
物
、
製
品
及
び
技
術
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
産
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
下
野
市
産
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
商
工
会
会
員
を
中

心
と
し
た
商
工
業
者
や
各
工
業
団

地
か
ら
の
出
展
、
地
元
農
畜
産
物

の
Ｐ
Ｒ
、
販
売
等
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る

公
共
性
の
あ
る
団
体
に
よ
る
出
展

も
用
意
し
ま
す
。

日
頃
の
活
動
状
況
を
多
く
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

交
流
及
び
活
動
の
場
と
し
て
出
展

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
商
工
会
会
員
の
出
展
受

付
は
各
商
工
会
で
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

11
月
10
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

■
会
場

大
松
山
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

■
主
催

下
野
市
産
業
祭
実
行
委
員
会

下
野
市

■
募
集
及
び
参
加
資
格

•
市
内
商
工
業
者

　

 　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い

る
こ
と

•
公
共
性
の
あ
る
団
体

　

 　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
公
共

性
の
あ
る
団
体
（
た
だ
し
、
宗

教
的
・
政
治
的
活
動
団
体
は
除

く
）

•
併
せ
て
10
団
体
程
度

■
出
展
内
容

自
社
製
品
や
取
扱
商
品
等
の
展

示
・
販
売
又
は
活
動
状
況
の
Ｐ
Ｒ

■
決
定
に
つ
い
て

実
行
委
員
会
で
審
査
の
う
え
決

定
。
ま
た
、
出
展
希
望
が
多
数
の

場
合
は
実
行
委
員
会
で
審
査
の
う

え
抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
し
込
み
方
法

「
産
業
祭
出
展
事
業
計
画
書
」

及
び
食
品
を
調
理
・
提
供
す
る
場

合
は
「
取
扱
食
品
概
要
書
」
を
9

月
20
日
ま
で
に
商
工
観
光
課
へ
直

接
持
参
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）2
1
1
2

25
年
度
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
講
座

受
講
生
追
加
募
集

教　室　名 開催初日 開催曜日・時間 月会費

成人水泳 9月21日
土曜日　

10：00～11：10
4,000円

女性初心者水泳　Ⅰ 9月18日
水曜日

10：00～11：10
4,000円

女性初心者水泳　Ⅱ 9月19日
木曜日

10：00～11：10
4,000円

成人初心者 9月19日
木曜日

19：00～20：10
4,000円

アクアビクス　　Ⅱ 9月20日
金曜日

19：20～20：30
3,000円

水中ウォーキング 9月19日
木曜日

11：30～12：40
3,000円

小学生水泳　２（初心者） 9月18日
水曜日

19：00～20：10
3,000円

※各教室とも定数になりましたら、キャンセル待ちとなりますので、

　ご了承ください。
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防
衛
大
学
校
等

入
学
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
3
・
4
月
に
入
学
す

る
防
衛
大
学
校
等
各
種
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

※ 

応
募
年
齢
は
、
平
成
26
年
4
月

1
日
現
在
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）4
7
6
3

9
1
1
0
」
番
、
ま
た
は
下
野
警

察
署
☎（
52
）0
1
1
0
番
ま
で
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相

談
会
の
開
催

■
相
談
内
容

• 

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）

• 

商
業
・
法
人
登
記
関
係
（
会
社
・

法
人
設
立
、
会
社
・
法
人
変
更
、

定
款
変
更
な
ど
）

• 

多
重
債
務
関
係
（
債
務
整
理
、

過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事
再

生
、
自
己
破
産
）

• 

裁
判
手
続
き
関
係
（
1
4
0
万

円
を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の

民
事
裁
判
手
続
き
）

•
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日　

9
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
2

（
下
野
市
小
金
井
7
8
9
番
地
）

■
相
談
時
間

1
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所　
　
　

☎（
21
）6
3
1
2

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

☎（
44
）4
9
1
7

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日
時

9
月
26
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
2

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
定
員

4
名
（
1
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30

分
間
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）1
6
7
2

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し
て
い

る
団
体
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た

め
の
成
年
後
見
相
談
会

■
日
時　

9
月
16
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
会
場　

栃
木
県
司
法
書
士
会
館

■
相
談
方
法　

面
談
・
電
話

■
相
談
内
容

成
年
後
見
（
高
齢
者
の
財
産
管

理
）
に
関
す
る
相
談

■
相
談
員　

司
法
書
士

■
費
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
支
部

☎
0
2
8（
6
3
2
）9
4
2
0

広告

　

相　

談

9
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」

不
急
の
相
談
が
「
1
1
0
番
」

に
寄
せ
ら
れ
る
と
、
事
件
や
事
故

等
の
緊
急
通
報
に
対
す
る
警
察
の

対
応
を
遅
ら
せ
る
な
ど
し
て
、
結

果
と
し
て
人
の
生
命
や
身
体
等
の

保
護
に
支
障
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

緊
急
性
の
な
い
相
談
は
「
♯

防衛大学校学生
（一般前期）

防衛医科大学校
医学科学生

防衛医科大学校
看護学科学生

応募資格 高卒（見込含）21歳未満の方

受付期間 9月 5日㈭～30日㈪
試験日

（1次試験）
11月 9 日㈯・
　 10日㈰

11月 2 日㈯・
　３日㈰ 10月19日㈯

会　場
國學院栃木
教育センター
（栃木市）等

宇都宮地方合同庁舎
（宇都宮市）
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

無
料
調
停
相
談
会

栃
木
調
停
協
会
で
は
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

9
月
17
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
会
場

栃
木
公
民
館
2
階
大
会
議
室

■
内
容

⑴ 

交
通
事
故
、土
地・家
屋
、サ
ラ
金
、

隣
家
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

⑵ 

離
婚
、
離
縁
、
相
続
、
家
庭
内
・

親
戚
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

■
費
用　

無
料

※ 

参
考
資
料
が
あ
る
場
合
に
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所

栃
木
支
部

☎
0
2
8
2（
23
）0
2
2
5

相
談
内
容
⑴
に
つ
い
て
は
内
線

2
3
0
、
⑵
に
つ
い
て
は
内
線

2
6
0

全
国
一
斉
！
法
務
局

休
日
相
談
所
の
開
設

登
記
・
戸
籍
・
供
託
・
人
権
な

ど
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
、

講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
6
日
㈰

○
相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

○
講
演

午
前
10
時
30
分
〜

テ
ー
マ
「
相
続
制
度
と
遺
言
」

■
場
所

宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
支
局
庁
舎

（
栃
木
市
片
柳
1

22

25
）

■
費
用

相
談
、
講
演
会
と
も
無
料

※
完
全
予
約
制

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
支
局
総
務
係

☎
0
2
8
2（
22
）1
0
6
8

（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

　

http://houm
ukyoku.m

oj.
go.jp/utsunom

iya/top.htm
l

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」電
話
相
談
開
設

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
に
、
9
月
9
日
㈪

〜
15
日
㈰
を
全
国
一
斉「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
の
内
容
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

9
月
9
日
㈪
〜
15
日
㈰

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
土
曜
・
日
曜
に
つ
い
て
は
、

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

■
実
施
機
関

宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
相
談
電
話
番
号

☎
0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0

就　

職

ひ
と
り
親
家
庭
の

就
業
支
援

巡
回
就
業
相
談
と
就
業
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
巡
回
就
業
相
談

■
対
象
者

県
内
居
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

寡
婦
、
父
子
家
庭
の
父
で
、
就
職

ま
た
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
方

■
日
時

10
月
3
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎

■
申
込
期
限

9
月
20
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■
対
象
者

県
内
居
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

寡
婦
、
父
子
家
庭
の
父
で
、
就
職

ま
た
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
方

■
日
時

10
月
4
日
㈮

午
前
10
時
〜

■
会
場

栃
木
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用
、
就
職

の
た
め
の
教
育
訓
練

■
定
員　

10
名
程
度

■
申
込
期
限

9
月
20
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

広告

秋
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参男
画女
社共
会同

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
⑥

平
成
23
年
に
市
が
行
っ
た
市
民

意
識
調
査
で
は
、「
男
性
も
女
性

も
共
に
、
家
事
、
育
児
、
介
護
、

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

も
っ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す

か
。」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
多

か
っ
た
回
答
は
、「
労
働
時
間
の

短
縮
や
休
暇
制
度
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
仕
事
優
先
の
考
え
方
を
見

直
す
」（
29
・
9
%
）、「
夫
婦
間

や
家
族
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
」（
28
・
9
%
）
で
し
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
、
時
間
を
効
率
的
に
使

う
な
ど
働
き
方
を
見
直
す
こ
と
で
、

仕
事
以
外
の
時
間
も
少
し
ず
つ
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
現
時
点
で
の
理
想
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
そ
の
理
想
に

一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に

あ
る
男
性
か
ら
女
性
へ
の
暴
力
を

い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
殴
る
・
蹴

る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な

く
、
経
済
的
暴
力
、
精
神
的
暴
力
、

性
的
暴
力
が
あ
り
ま
す
。

◆
暴
力
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
が

心
身
に
傷
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る
こ
と
は

心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
相
談
を
！

下
野
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
、
夫
婦

の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
離
婚
な

ど
女
性
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

未
公
開
株
や
架
空
請
求
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
人
に
、「
被
害
を

回
復
す
る
」
な
ど
と
勧
誘
し
、
手

数
料
等
を
請
求
す
る
探
偵
業
者
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
名
乗
る
団
体
か
ら
の
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
な

ど
か
ら
、
探
偵
業
者
を
紹
介
さ
れ

て
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

探
偵
業
者
に
は
、「
返
還
請
求
」

や
「
解
約
交
渉
」
等
を
行
う
権
限

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
簡
単

に
被
害
回
復
で
き
る
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
説
明
や
広
告
を
う
の
み
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

栃
木
県
の
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
全

国
生
産
の
97
％
を
占
め
、
そ
の
内
、

下
野
市
は
栃
木
県
全
体
の
46
％
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

か
ん
ぴ
ょ
う
（
干
瓢
、乾
瓢
）
は
、

ふ
く
べ
（
ウ
リ
科
ユ
ウ
ガ
オ
）
の

果
実
を
ひ
も
状
に
剥
い
て
乾
燥
さ

せ
た
食
品
で
す
。
水
で
戻
し
て
煮

て
寿
司
の
具
材
や
、
煮
物
、
和
え

物
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
低

カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維
に
富
み
ま

す
。
全
国
的
に
は
、
巻
き
寿
司
の

干
瓢
巻
き
（
木
津
巻
き
、
鉄
砲
巻

き
）、
巻
き
寿
司
の
具
、
ち
ら
し

寿
司
の
具
、
煮
物
の
昆
布
巻
き
や

揚
げ
巾
着
の
結
束
に
用
い
ま
す
。

 

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
へ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

【
か
ん
ぴ
ょ
う
巻
き
レ
シ
ピ
】

① 

寿
司
酢
用
の
調
味
料
を
混
ぜ
合
わ

せ
ま
す
。
少
し
固
め
に
炊
い
た
温

か
い
ご
飯
に
寿
司
酢
を
ふ
り
か
け
、

し
ゃ
も
じ
で
切
る
よ
う
に
混
ぜ
合

わ
せ
ま
す
。

② 
か
ん
ぴ
ょ
う
は
洗
っ
て
、
塩
を
ふ

り
手
で
も
み
、
水
洗
い
し
ま
す
。

　

鍋
に
か
ん
ぴ
ょ
う
と
か
ぶ
る
く

ら
い
の
水
を
入
れ
て
強
火
で
煮
ま

す
。
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て
5

〜
6
分
ほ
ど
茹
で
、
茹
で
上
が
っ

た
ら
ザ
ル
に
あ
け
、
粗
熱
が
取
れ

た
ら
水
気
を
絞
り
ま
す
。

③ 

鍋
に
か
ん
ぴ
ょ
う
・
だ
し
汁
を
入

れ
て
強
火
で
煮
ま
す
。
煮
立
っ
て

き
た
ら
、
砂
糖
を
加
え
て
5
分
ほ

ど
煮
ま
す
。
次
に
み
り
ん
・
し
ょ

う
ゆ
を
加
え
て
落
し
蓋
を
し
て
、

煮
汁
が
少
な
く
な
る
ま
で
煮
ま
す
。

④ 

巻
き
す
に
海
苔
を
ひ
き
、
そ
の
上

に
酢
飯
を
乗
せ
ま
す
。
こ
の
と
き

海
苔
の
奥
側
に
は
ご
飯
は
乗
せ
ず

に
少
し
あ
け
て
お
き
ま
す
。
ご
飯

の
中
央
に
か
ん
ぴ
ょ
う
を
乗
せ
ま

す
。

⑤ 

手
前
か
ら
奥
の
方
へ
巻
き
、
し
っ

か
り
と
巻
き
す
で
形
を
整
え
ま
す
。

⑥ 

包
丁
を
酢
水
で
少
し
ぬ
ら
し
、
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
完
成
で

す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

「
被
害
金
が
取
り
戻

せ
る
」と
勧
誘
す
る

探
偵
業
者
に
ご
注
意
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
8 9 10 11 12 13 14
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
15 16 17 18 19 20 21
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
22 23 24 25 26 27 28
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
29 30
④⑥ ①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

10日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

17日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　3 ･ 10 ･ 17日､ 10月1 ･ 8日
　（いずれも火曜日）
児童母子相談　24日㈫
法律相談　10月10日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　 2 ･ 9 日 ､ 10月 7 日
　（いずれも月曜日）
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　6・13 ･ 20日、10月 4 日
　（いずれも金曜日）
児童母子相談　27日㈮
法律相談　12日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

9
月

天平公園 農生研国分寺支部

花広場 天平の丘
観光ボランティアの会

10
月
天平公園 柴工業団地協議会
花広場 シルバー大学同窓会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　9月30日㈪
国民健康保険税（普通徴収） 第3期
介護保険料（普通徴収） 第3期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第3期
国民年金保険料 8月分

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイドは、観光スポットから生活に役立つ情報まで、
下野の情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、
携帯電話は右のＱＲコードからアクセスしてください。

9⽉
⻑⽉
ながつき

September

（ ）

くらしの情報

日時 14日㈯
場所 南河内児童館



2
下野市では、８月１日より緊急速報メールを導入しました。
避難や災害など、緊急にお知らせすべき事態が発生した場
合について携帯電話等に配信を行います。

3 屋外拡声器などを用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験が実施されます

4
6
まちの話題
小規模特認校による取り組み紹介

7
農地の賃貸借・売買のことならご相談ください
財団法人下野市農業公社からの
お知らせ

8
輝ける方を表彰します
文化活動及びスポーツ活動における
表彰制度のご案内

10
13 平成26年４月入園保育園入園申し込みのご案内

14
15
国民年金だより
保健便り

22

24

Let’s SPORTS

語学講座のご案内

26
28
29
図書館Library Information
読書人

30
31
歴史コラム
くらしの情報

48 国際交流員ザブリーナ・リンのコラム

今月
の

表紙

今月の何の日

9
月
16
日

マ
ッ
チ
の
日

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
の
こ
の
日
、

当
時
配
給
制
だ
っ
た
マ
ッ
チ
の
自
由
販
売

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
マ
ッ
チ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学

し
て
い
た
清
水
誠
が
１
８
７
５（
明
治
８
）

年
に
東
京
で
黄
燐
マ
ッ
チ
を
製
造
し
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。

　

マ
ッ
チ
は
１
８
２
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

発
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
黄
燐
を
使
用
し
た

マ
ッ
チ
は
毒
性
が
あ
り
、
35
度
く
ら
い
の

温
度
で
自
然
発
火
す
る
危
険
な
も
の
で
し

た
。
そ
こ
で
１
８
５
２
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
頭
薬
と
側
薬
に
発
火
部
を
分
離
し
た

現
在
の
「
安
全
マ
ッ
チ
」
が
開
発
さ
れ
ま

し
た
。

　

明
治
後
期
か
ら
大
正
前
期
ま
で
は
国
内

で
作
ら
れ
た
マ
ッ
チ
の
８
割
が
輸
出
さ

れ
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
り
、
繊
維
製
品

（
生
糸
）、
銅
と
並
ぶ
３
大
輸
出
品
と
な
り
、

日
本
の
黄
金
期
で
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
な
る
と
、
マ
ッ
チ

も
統
制
品
と
な
り
、
１
日
４
〜
５
本
の
配

給
と
な
り
ま
し
た
。
粗
悪
品
も
多
く
、
火

付
き
が
悪
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
主
婦
な

ど
は
大
変
苦
労
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

軽快なお囃子にあわせて、櫓
やぐら

の周りを、円を描きながら踊ります。
毎年恒例の国分寺地区コミュニティ盆踊り・花火大会が今年も開
催されました。
久々に隣り近所で顔を合わせることのできるこの機会に、多くの地
元の方が参加しました。
太鼓と笛の音が、真夏の夜にいつまでも響いていました。

目次　Contents

いざというとき
避難や災害情報メールを受け取れる
緊急速報メールの配信を
開始しました

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

緊急情報の伝達

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.9
47



■人口と世帯（8月 1日現在）

　　人口／ 60,225 人（-15）、男性／ 29,988 人（+3）、女性／ 30,237 人（-18）、世帯数／ 22,266 世帯（+8）

ド
イ
ツ
人
も
知
ら
な
い
祭
り
？
！

　

日
本
に
た
く
さ
ん
の
祭
り
が
あ
る

よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
も
様
々
な
祭
り

が
あ
り
ま
す
。
以
前
に
こ
の
コ
ラ
ム

で
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
、
カ
ー

ニ
バ
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
記
事
を
書

き
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
祭
り
は
ド

イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
を

主
に
信
仰
し
て
い
る
国
々
で
も
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
ド
イ
ツ
国
内
の

各
地
方
で
開
催
さ
れ
る
民
族
祭
を
紹

介
し
ま
す
。
祭
り
の
名
前
は
シ
ュ
ッ

ツ
ェ
ン
フ
ェ
ス
ト
（Schützenfest

）

と
い
い
ま
す
。
日
本
語
訳
は
射
撃
祭

で
す
。
も
と
も
と
は
中
世
に
町
で
組

織
さ
れ
た
自
衛
団
か
ら
生
ま
れ
た
祭

り
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
は

自
衛
団
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝
統
あ

る
祭
り
の
習
慣
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
フ
ェ
ス
ト
は
各
地

方
に
よ
っ
て
開
催
時
期
が
違
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
6
月
〜
8
月
の
間

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
都
会
と
か
田
舎

に
関
わ
ら
ず
様
々
な
地
方
で
行
わ
れ

て
い
る
祭
り
で
す
が
、
ド
イ
ツ
で
は

全
国
的
に
有
名
な
祭
り
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン

フ
ェ
ス
ト
を
全
く
知
ら
な
い
ド
イ
ツ

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に

下
野
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ヘ
ッ
セ

ン
州
の
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
で

も
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

射
撃
王
を
目
指
す
！

　

祭
り
の
時
に
は
射
撃
ク
ラ
ブ
会
員

や
楽
友
協
会
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
射

撃
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
シ
ュ
ッ
ツ
ェ

ン
フ
ェ
ス
ト
に
合
わ
せ
て
移
動
遊
園

地
が
来
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
射

撃
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
優
勝
者
は
そ
の

年
の
射
撃
王
（
女
性
の
場
合
は
射
撃

女
王
）
と
な
り
ま
す
。
射
撃
ク
ラ
ブ

の
年
間
行
事
は
射
撃
王
や
射
撃
女
王

を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
射
撃

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
参

加
者
が
木
で
で
き
た

鷲
（
プ
ロ
イ
セ
ン
時
代

の
国
旗
に
書
か
れ
て
い

る
王
冠
を
か
ぶ
っ
て
宝

珠
、
王お
う

笏し
ゃ
くを
も
っ
た
鷲
）

に
向
か
っ
て
銃
を
撃
ち
、

最
後
に
鷲
を
打
ち
落
と

し
た
人
が
今
年
の
射
撃

王
（
ま
た
は
射
撃
女
王
）

と
な
り
、
鷲
の
持
つ
宝

珠
や
王
笏
、
王
冠
を
打

ち
落
と
し
た
人
に
は
賞
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
鷲
を
打
ち
落
と
す
前

に
撃
っ
た
人
は
第
2
位
の
射
撃
王
と

な
り
ま
す
。
射
撃
王
は
周
り
の
宮
廷

貴
族
も
決
め
ま
す
。
こ
の
貴
族
は
射

撃
祭
の
時
に
、
王
や
女
王
と
一
緒
に

パ
レ
ー
ド
（
ペ
イ
ジ
ェ
ン
ト
）
に
参

加
し
ま
す
。
男
性
は
射
撃
ク
ラ
ブ
の

制
服
、
女
性
は
お
洒
落
な
ド
レ
ス
を

着
て
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
す
。
会

場
に
着
い
た
ら
、
射
撃
ク
ラ
ブ
の
人

だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
お
客
さ
ん

も
一
緒
に
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
料
理

を
食
べ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
踊
っ
た
り
、
皆

で
楽
し
み
ま
す
。

※ 

最
後
の
一
言
：
日
本
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
で
は
ピ
ス

ト
ル
が
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
半
の

ド
イ
ツ
人
は
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
！
射
撃

祭
で
使
う
の
は
空
気
銃
な
ん
で
す
よ
！

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 
地
方
の
祭
り
：

 
 

シ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
フ
ェ
ス
ト

国
際
交
流
員
リ
ン
の
「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
16
回

貴
重
な
ド
イ
ツ
グ
ッ
ズ

　

平
成
25
年
9
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
の
グ

リ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
美
味
し
い

ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
、
珍
し
い
ド
イ

ツ
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
製
の

木
の
お
も
ち
ゃ
、
可
愛
い
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
す
す
め
で
す
！

■
日
時　

9
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
申
し
込
み　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

国際交流

©AndreasPraefcke

「
日
本
で
び
っ
く
り
し
た
こ
と
…
」

　

…
は
何
で
す
か
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
実
は

そ
の
質
問
で
一
番
び
っ
く
り
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
人
は
自
国
の
文
化
に
対
し
て
「
世
界
の
中
で
も

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
」
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
ど
の
国
で
も
面
白
い
、
特
別
な

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
別
に
置
い
と
い
て
、
他
の
び
っ
く
り
し
た

こ
と
を
教
え
ま
す
。
そ
れ
は
お
手
洗
い
で
す
。
日
本

の
和
式
の
お
手
洗
い
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
逆
に
ド

イ
ツ
に
も
な
い
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に
も
非
常
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
初
め
て
使
っ
た
と
き
は
と
て
も
不

安
な
気
持
ち
で
し
た
。
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
ど
う
な

る
か
な
？
そ
の
た
め
最
初
は
全
然
ボ
タ
ン
を
押
さ
な

か
っ
た
で
す
が
、
私
の
ド
イ
ツ
の
友
達
は
も
っ
と

勇
気
を
出
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
た
。

た
だ
、
ト
イ
レ
の
方
に
向
か
っ
て
中
を
見
て
し
ま
っ

た
の
で
、
背
中
が
び
し
ょ
び
し
ょ
。
今
で
も
笑
っ

て
し
ま
う
、
い
い
思
い
出
で
す
。

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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